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ii EA3600 Network Connect プロダク ト  リファレンス ガイド

改訂版履歴

元のガイドに対する変更を次に示します。

変更 日付 説明

-01 Rev. A 2017/5 初期リ リース

-02 Rev. A 2018/1 以下を更新しました。
- 転送の有効化と転送モードの選択の表、 EA3600 に送信されるデータの列 
- 章の見出しから 「すべての大文字」 を削除。 Ethernet/IP から  EtherNet/IP に変更。

-03 Rev. A 2018/8 以下を更新しました。
- 図 1-3 の 12V 電源は別途購入する必要があります。

-04 Rev. A 2019/4 以下を更新しました。
- 表 2-2
- 表 2-3
- Ethernet IP の章

以下を追加しました。
- EA3600 アド  オン プロファイルを使用した構成
- [Config Port to Device Configuration] パラ メータの設定。
- バーコードを使用したデバイスのプログラ ミングに関する新しいセクシ ョ ン。
- TCP/IP の新しい章。

-05 Rev. A 2020/12 マスタ / スレーブの参照をコン ト ローラ / フォロワに置き換え。
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このガイド について
はじめに

このガイ ドでは、 EA3600 Connect for Automation 工業用イーサネッ ト  アダプタの工業用イーサネッ ト  インタ
フェースの使用方法について説明します。

構成

このガイドには、 次の表に示す EA3600 Network Connect 構成が含まれています。

注 このガイ ドで示している画面とウィ ンドウの図は、 例と して示しているものであり、 実際の画面と異なる

ことがあります。

構成 説明

EA3600-R1CP-00 EtherNet/IP、 Modbus TCP、 標準 TCP/IP; ポイン ト  ト ゥ  ポイン ト

EA3600-R1CM-00 EtherNet/IP、 Modbus TCP、 標準 TCP/IP; マルチ ポイン ト

EA3600-S1CP-00 PROFINET、 Modbus TCP、 標準 TCP/IP; ポイン ト  ト ゥ  ポイン ト

EA3600-S1CM-00 PROFINET、 Modbus TCP、 標準 TCP/IP; マルチ ポイン ト

EA3600-T1CP-00 標準 TCP/IP - ポイン ト  ト ゥ  ポイン ト

注 : マルチポイン ト  EA3600 構成では、 複数の DS3678 スキャナを機能が制限された単一の STB/FLB3678 ク
レードルに接続することができます。
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章の説明

このガイドは、 次のト ピックで構成されています。

• 「第 1 章 「初期セッ トアップ」」 では、EA3600 アダプタのセッ トアップおよび構成方法について説明します。

• 「第 2 章 「イーサネッ ト  インタフェース」」 では、 工業用イーサネッ ト  (IE) インタフェースについて概説し

ます。

• 「第 3 章 「バーコード転送」」 では、 使用するプロ ト コルに関係な く、 この転送がどのように行われるかにつ

いて詳し く説明します。 

• 「第 4 章 「PROFINET インタフェース」」 では、 Siemens 社の S7 の通信を構成するための手順とスクリーン

シ ョ ッ ト を示しながら  PROFINET IO モジュールについて説明し、 さらに EA3600 からのバーコード  デー

タの転送についても説明します。

• 「第 5 章 「EtherNet/IP インタフェース」 」 では、 I/O アセンブリ、 I/O 接続、 Rockwell Automation 社の

ControlLogix の通信の構成手順、 および EA3600 からのバーコード  データの転送について説明します。

• 「第 6 章 「Modbus TCP インタフェース」」 では、 Modbus TCP インタフェースを使用した EA3600 からの

バーコード  データの転送について説明します。

• 「付録 A、 「ト ラブルシューテ ィ ング」」 では、 よ くある問題の症状と解決方法について説明します。

表記規則

本書では、 次の表記規則を使用しています。

• 斜体は、 次の項目の強調に使用します。

• このガイドの章およびセクシ ョ ン

• 関連文書

• 太字は、 次の項目の強調に使用します。

• ダイアログ ボックス名、 ウィ ンドウ名、 画面名

• ドロップダウン リス ト名、 リス ト  ボックス名

• チェ ック  ボックス名、 ラジオ ボタン名

• 画面上のアイコン

• キーパッ ド上のキー名

• 画面上のボタン名

• 中黒 ( ・ ) は、 次を示します。

• 実行する操作

• 代替方法のリスト

• 実行する必要はあるが、 任意の順番で実行できる手順のリスト

• 順番どおりに実行する必要のある手順 (順を追った手順 ) は、 番号付きのリス トで示されます。
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関連文書およびソフ トウェア

ドキュ メン ト

• 『DS36X8 プロダク ト  リファレンス ガイ ド』 (p/n MN-002689-xx) では、コードレス DS3678 およびコード付

き  DS3608 デジタル スキャナの設定、 操作、 メンテナンス、 およびト ラブルシューテ ィ ングの一般的な方

法について説明します。

• 『DS3678 クイック  スタート  ガイド』 (p/n MN002648Axx) では、DS3678 デジタル スキャナを使い始めるう

えでの一般的な情報と、 基本的なセッ トアップや操作手順について説明しています。

• 『DS3608 クイック  スタート  ガイド』 (p/n MN002257Axx) では、DS3608 デジタル スキャナを使い始めるう

えでの一般的な情報と、 基本的なセッ トアップや操作手順について説明しています。

• 『STB3678 クレードル クイック  リファレンス ガイド』 (p/n MN002334Axx) では、 クレードルの設定および

使用に関する基本的な手順について説明するとともに、電気電子機器の廃棄処理規制に関する情報を提供し
ます。

• 『FLB3678 クレードル クイック  リファレンス ガイド』 (p/n MN002336Axx) では、 クレードルの設定および

使用に関する基本的な手順について説明するとともに、電気電子機器の廃棄処理規制に関する情報を提供し
ます。

ソフ トウェア

Zebra 工業用イーサネッ ト  ソフ トウェアの 新バージ ョ ンおよびすべてのガイ ドの 新バージ ョ ンについては、
次の Web サイ ト をご覧ください。 http://www.zebra.com/support

サービスに関する情報

お使いの機器に問題が発生した場合は、地域担当の Zebra グローバル カスタマー サポートにお問い合わせくださ
い。 問い合わせ先情報については、 次の Web サイ ト をご覧ください。 http://www.zebra.com/support

サポートへのお問い合わせの際は、 以下の情報をご用意ください。

• 装置のシリアル番号

• モデル番号または製品名

• ソフ トウェアのタイプとバージ ョ ン番号

Zebra では、サポート契約で定められた期間内に電子メール、電話、またはファ ックスでのお問い合わせに対応い
たします。

Zebra カスタマー サポートが問題を解決できない場合、 修理のため機器をご返送いただ く ことがあります。 その
際に詳しい手順をご案内します。Zebra は、承認された梱包箱を使用せずに発生した搬送時の損傷について、その
責任を負わないものとします。 装置を不適切な方法で搬送すると、 保証が無効になる場合があります。

ご使用の Zebra ビジネス製品を Zebra ビジネス パートナーから購入された場合、サポートについては購入先のビ
ジネス パートナーにお問い合わせください。

http://www.zebra.com/support
http://www.zebra.com/support
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第 1 章 初期セッ トアップ
はじめに

この章では、 EA3600 アダプタの初期セッ トアップを行う方法について説明します。 さらに、 Zebra 工業用イーサ
ネッ ト構成ユーティ リテ ィ を使用して機能を検証し、EA3600 を構成する方法についても説明します。このソフ ト
ウェアの 新バージ ョ ンは、 次に示す Zebra のサポート  Web サイ トからダウンロードできます。
http://www.zebra.com/support

ハードウェア / ソフ トウェアの前提条件

EA3600 を使用する工業用イーサネッ ト  アプリケーシ ョ ンの初期セッ トアップ、 テス ト、 および開発には、 次の
コンポーネン トが必要です。

• EA3600 Network Connect アダプタ

• 互換性のある Zebra コード付きスキャナまたはコードレス スキャナ (DS3608、 DS3678 など )。

• コードレス スキャナのセッ トアップには、適切なクレードル (STB3678 または FLB3678 など ) も必要です。

• Zebra 工業用イーサネッ ト構成ユーテ ィ リテ ィ  ソフ トウェア。

• Zebra 工業用イーサネッ ト構成ユーテ ィ リテ ィ を実行するための、 Windows 7 以降が実行されている PC。

• サポート  プロ ト コル (EtherNet/IP、 PROFINET、 または Modbus TCP) のいずれかをサポートする工業用

イーサネッ ト  PLC (Programmable Logic Controller)。

• イーサネッ ト  スイッチまたはルーター (EA3600 を PLC に直接接続しない場合 ) およびイーサネッ ト  ケー

ブル。

重要 EA3600 は、 次のスキャナ バージョ ンでテスト されています。
- DS3608 HP/SR - CAACJS00-003-R00
- DS3678 HP/SR - CAACKS00-003-R00
- DS3608 DP - CAADJS00-002-R00

重要 工業用イーサネッ トのテストは、 次の PLC およびソフ トウェアを使用して実行されています。

- Siemens 社の SIMATIC S7-1200 PLC (6ES7 215-1AG40-0XB0) および TIA v15.1 SP1 ソフ トウェア

- Siemens 社の SIMATIC S7-300 PLC (6ES7 317-2EK14-0AB0) および Step 7 v5.5 SP4 ソフ トウェア
- Rockwell Automation 社の CompactLogix L24ER (QB1B) および Logix Studio 5000 v24 ソフ トウェア

http://www.zebra.com/support
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• 次のコンポーネン ト を含む、 工業用イーサネッ ト開発者用 zip ファイル (CAAEAS00-001-RXXD0.ZIP)。
• EDS ファイル、 Logix Designer サンプル アプリケーシ ョ ン、 およびエクスポート されたスキャナ ルー

チン。

• GSDML ファイル、 Step 7/TIA サンプル アプリケーシ ョ ン、 および機能ブロック。

EA3600 の初期設定およびステータス

工場出荷時のデフォルト設定

このセクシ ョ ンで説明する EA3600 の工場出荷時のデフォルト構成に注意することが重要です。 デフォルトの構
成が目的の構成と一致しない場合は、Zebra 工業用イーサネッ ト構成ユーティ リテ ィまたは適切な PLC ベンダ ソ
フ トウェアを使用して構成を変更する必要があります。

EA3600 の工場出荷時のデフォルト構成は、 購入した SKU によって異なり、 次のように設定されています。

• Rockwell Automation SKU の場合、 EtherNet/IP がデフォルトのアクテ ィブな工業用イーサネッ ト  プロ ト コ

ルです。

• Siemens SKU の場合、 PROFINET がデフォルトのアクテ ィブな工業用イーサネッ ト  プロ ト コルです。

• IP アドレス モード : タイムアウトが 30 秒に設定された DHCP (Dynamic Host Control Protocol)。

注 EA3600 の工場出荷時のデフォルトのイーサネッ ト  IP アドレス構成では、 DHCP が有効に設定され、 DHCP
のタイムアウトが 30 秒に設定されています。DHCP アドレスが 30 秒のタイムアウト値以内に受信されな

い場合、 デバイスは AutoIP アドレス (192.168.0.100) にフォール バックします。
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リセッ ト  ボタン

EA3600 には、 EA3600 の設定を工場出荷時のデフォルトに戻すためのリセッ ト  ボタンが用意されています。 工
場出荷時へのリセッ ト を行うには、 ペーパー クリ ップを使用してリセッ ト  ボタンを 10 秒以上押したままにしま
す。 十分に長い時間ボタンを押し続けると、 デバイス ステータス LED が消灯します。 リセッ ト  ボタンを放すと、
内部に保存された構成がクリアされ、 EA3600 が再起動します。

図 1-1    EA3600 のリセッ ト  ボタン

ステータス表示

EA3600 イーサネッ ト  LED には、 デバイスの現在のステータスに関する情報が示されます (図 1-2 を参照して く
ださい )。 イーサネッ ト  リンク  アクテ ィ ビテ ィ  LED は、 イーサネッ ト  アクテ ィ ビテ ィに対して点滅します。色は
常に黄色です。 デバイス ステータス LED は、 EA3600 の現在の状態に応じて状態と色が変化します。 表 1-1 に、
さまざまな LED 状態とその説明を示します。

リセッ ト  ボタン

表 1-1    EA3600 のデバイス ステータス LED の表示

LED の状態 説明

消灯 電源が供給されていません。

黄色の点灯 現在、 ブート  ローダー モードです。

注 : このモードでは、 ファームウェアの更新のみを実行できます。

緑色の点灯 電源が供給され、 有効なスキャナに接続されています。

緑色または黄色の (低速の ) 
点滅

電源が供給されていますが、 有効なスキャナに接続されていません。

緑色または黄色の (高速の ) 
点滅

ファームウェア更新プロセスで新しい製品コードをアップロード しています。

緑色の点滅 LED を点滅するよう  PROFINET ソフ トウェアから要求されています。



1 - 4 EA3600 Network Connect プロダク ト  リファレンス ガイド
図 1-2    EA3600 RJ45 イーサネッ ト  ジャック  LED

接続のセッ トアップ

EA3600 を初めて設定する場合の手順を次に示します。

1. 標準 CAT5/6 イーサネッ ト  ケーブルを使用して、 (E-Net とラベル表示された ) RJ45 ポートを介して EA3600 を
イーサネッ ト  インフラス ト ラクチャ  ネッ トワークに接続します。

2. Zebra DS36xx スキャナの RS-232 ケーブルをデバイスのシリアル ポート  ( スキャナとラベル表示されたポー

ト ) に接続します。

3. モジュラ  ジャックの端子 (DB-9 RS-232 ケーブルの反対側の端子 ) をコード付き  DS36xx スキャナまたは

STB36xx/FLB36xx クレードルに差し込みます。

4. 12V バレル ジャックをデバイスの電源ポート  (12V 電源とラベル表示されたポート ) に接続します。

または、 補助 24V 電源からの電源コード とアース線を接続します。 詳細については、 1-5 ページの 「EA3600 
での 24V DC 電源の使用」 を参照して ください。

デバイス ステータス LED

イーサネッ ト  リンク  アクテ ィビテ ィ  LED

RJ45 イーサネッ ト  ポート

補助 24V ポート

重要 スキャナを EA3600 に接続した後、 バーコードのスキャンを開始するまで 5 秒待って ください。 この間、

EA3600 はスキャナへの問い合わせを行い、 操作のためにスキャナを設定します。
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5. EA3600 に電源が供給され、有効なスキャナが接続されているときは、EA3600 のイーサネッ ト  ジャック  LED
が緑色で点灯します。 EA3600 が有効なイーサネッ ト  ネッ トワークに接続されているときは、 イーサネッ ト

ジャック  アクテ ィ ビテ ィ  LED が黄色で点灯 ( アクテ ィ ビテ ィがあるときは点滅 ) します。

図 1-3    EA3600 Network Connect のセッ トアップの概要

EA3600 での 24V DC 電源の使用

EA3600 は、 2 つの異なる電源接続のどちらかを使用するように構成できます (図 1-3 を参照して ください )。 

24V 接続用の電源をセッ トアップするには、 次の手順に従います (図 1-6)。

1. コネクタを外側に引き出して装置から取り外します。

図 1-4    EA3600 からのターミナル ブロックの取り外し

RS-232 スキャナ ケーブル 
(CBA-RF2-C09ZAR) 

DS3608
( コード付き )

DS3678
( コードレス )

12V 電源
( 別途購入する必要があります )

EA3600

または

ホストへ

イーサネッ ト
ポート

電源

補助 24V 電源
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2. ターミナル ブロックを完全に取り外すと、 2 つの小さな固定用ネジが露出します。 これらの 2 つのネジを緩

め、24V 電源の被覆を剥いだリード線をコネクタに適切に差し込みます。装置に示されている電線の極性に注

意して ください。 小さな固定用ネジを締めて、 電線を固定します。

図 1-5    24V のリード線の接続

3. ターミナル ブロックを装置の元の場所に差し込み、大きな固定用ネジを締めてアセンブリを装置に固定します。

図 1-6    ターミナル ブロックを差し込んでネジを締める

EA3600 の構成

EA3600 は、Dynamic Host Control Protocol (DHCP) と静的 IP アドレス指定の両方をサポート しています。EA3600
の初期構成では、 DHCP サーバーが存在するネッ トワークを使用するこ とをお勧めします。 デフォルト では、
DHCP が有効になっており、 EA3600 は DHCP サーバーから  IP アドレスを取得しよう と試みます。

IP アドレスが取得されたら、 Zebra 工業用イーサネッ ト構成ユーティ リテ ィ を使用して EA3600 に接続し、 次の
手順に従って構成を変更します。

2 つの固定用ネジを
緩める

24V の被覆を剥いだリード線を差し込む 

注 DHCP サーバーがな く、 EA3600 が DHCP を使用するように構成されている場合は、 デフォルトの 30 秒
のタイムアウト時間が経過した後でフォール バック  アドレス 192.168.0.100 が使用されます。
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1. EA3600 と同じイーサネッ ト  ネッ トワークにある Windows 7 以降が実行されている PC で、C:\Program Files
(x86)\Zebra Technologies\Industrial Ethernet Software にある Zebra 工業用イーサネッ ト構成ユーテ ィ リテ ィ

のシ ョート カッ ト をク リ ッ クしてこれを実行します。

2. [Connect/Disconnect] をクリ ッ クして、 ネッ トワーク上に見つかった現在の EA3600 デバイスを一覧表示し

ます。

a. EA3600 デバイスを見つけるために、 特殊なブロードキャス ト  パケッ トが送信されます。 このブロード

キャス ト  パケッ ト を受信したすべての EA3600 デバイスは、 IP および MAC 情報で応答します。

b. デバイスが表示されない場合、 EA3600 が有効な IP アドレスを持っていない可能性があります。 DHCP 
サーバーが使用可能であることを確認し、 EA3600 の電源を入れ直した後、 [Refresh] ボタンをクリ ッ ク

します。

図 1-7    構成ユーティ リテ ィ  - [Connect/Disconnect] ダイアログ

c. 接続が失敗する場合、 または ([Refresh] を選択後も ) IP アドレスが [Connect/Disconnect] ダイアログ

に表示されない場合は、 「付録 A、 「ト ラブルシューテ ィング」」 を参照して ください。

3. [Connect/Disconnect] ダイアログで、 接続する EA3600 の MAC アドレスと一致するデバイスを選択し、

[Connect] をクリ ックします。

注 ネッ トワークに DHCP サーバーが含まれ、EA3600 が構成用に初期の IP アドレスを取得できることが期待

されます。

このユーティ リテ ィは、 .NET Framework バージョ ン 2.0 を必要とします。
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4. [Close] をクリ ッ クして [Zebra Industrial Ethernet Configuration] メ イン ダイアログに戻ります。

図 1-8    Zebra 工業用イーサネッ ト構成ユーティ リテ ィ

5. [Zebra Industrial Ethernet Configuration] ダイアログでは、 次のデバイス構成パラ メータを設定できます。

• [Protocol] - 使用する工業用イーサネッ ト  プロ ト コルを選択します。

• [IP Type] - IP アドレス指定モードを [DHCP] または [Static] に設定します。

• [DHCP Timeout] - DHCP モードで、 フォール バック  アドレスを使用する前に待機するタイムアウト時間を

選択します。

• [IP Address] - 静的 IP アドレス指定モードで、 IP アドレスを設定します。

• [Subnet] - 静的 IP アドレス指定モードで、 サブネッ ト  マスクを設定します。

• [Gateway] - 静的 IP アドレス指定モードで、 ゲートウェイを設定します。

• [Config Port] - 標準 TCP/IP 通信のポート番号を選択します。

6. [Apply Changes] をクリ ッ クして新しいパラ メータを設定します。

注意 変更を確実に有効にするために、 EA3600 の電源を入れ直す ( 再起動する ) ことをお勧めします。
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EA3600 のバーコード  スキャン機能の確認

Zebra 工業用イーサネッ ト  ユーテ ィ リテ ィのステータス ログを使用して、 接続された EA3600/DS36xx スキャナ
セッ トアップからスキャンされたバーコードを表示することができます。 これは、 システムが期待どおりに動作し
ていることを確認するための優れた方法です。 この目的のためにユーティ リテ ィに追加されたフ ィールドを 表 1-2
に示します。

EA3600 ファームウェアの更新

EA3600 のファームウェア更新プログラムは、 Zebra サポート  Web サイ トで入手できます。

ファームウェアを更新するには、 次の手順に従います。

1. Zebra 工業用イーサネッ ト構成ユーティ リテ ィ を実行している PC にファームウェア バージ ョ ンをダウン

ロード します。

2. PC を EA3600 に接続します。

3. ユーティ リテ ィ を実行し、 [Connect/Disconnect] を選択します。

4. [Connect/Disconnect] ダイアログで、 [Connect] を選択します。

5. [Close] を選択します。

6. [Update Firmware] ボタンを選択し、 *.hex ファイル ( ファームウェア更新プログラム ファイル ) を参照して

開きます。

表 1-2    Zebra 工業用イーサネッ ト  ユーティ リテ ィのオプシ ョ ン

フ ィールド 説明

バーコード  データ

[Show Type/Len] オンの場合、 ステータス ログのバーコード  データの前にバーコードのタ
イプおよび長さが表示されます。

[Enable Keyboard Wedge] オンの場合、スキャンされたデータをホスト  PC 上の一番上のウィンドウ
に送信します。 これにより、 スキャンされたデコード  データをフォアグ
ラウンドの外部アプリケーシ ョ ン (Excel など ) に送信できます。

[Show Non-printable Characters] オンの場合、 印刷不能文字が、 表示される前に人間が読める形式に変換
されます。

接続オプシ ョ ン

[Reconnect Automatically] オンの場合、 ユーテ ィ リ テ ィ は、 接続が失われた場合にターゲ ッ ト
EA3600 への再接続を試みます。

重要 ダウンロード  プロセスには 大で 1 分かかる場合があります。 この更新プロセス中に EA3600 との接

続を切断したり電源を切ったり しないで ください。
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EA3600 の取り付け

EA3600 は、 DIN レールに取り付けることも、 平面に取り付けることもできます。

EA3600 を DIN レールに取り付けるには、 図 1-9 に示すように、 EA3600 の側面にあるクリ ップを、 下部の端を
軸にして DIN レールの各端にはめ込みます。

図 1-9    EA3600 のクリ ップを DIN レールに取り付ける

EA3600 を DIN レールから取り外すには、 指を使ってクリ ップの上部を軽く持ち上げて外します。 ク リ ップの下
部をレールから持ち上げます。

図 1-10    DIN レールからクリ ップを取り外す

DIN レール
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EA3600 を平面に取り付けるには、 次の手順に従います。

1. EA3600 のどちらかの側にあるクリ ップのネジを外します。 クリ ップを取り外します。

図 1-11    DIN レールのクリ ップのネジを外す

2. 取り付け位置を決めます。 EA3600 を上下逆さまにして鍵状の穴と取り付け位置を合わせ、 図 1-12 に示すよ

うにその位置に印を付けます。

図 1-12    鍵状の穴の取り付け位置

3. 印に合わせて取り付けネジを締めます。

平面取り付
け用の印
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第 2 章 イーサネッ ト  インタフェース
はじめに

この章では、 工業用イーサネッ ト  (IE) インタフェースについて概説します。

工業用プロ ト コルのサポート

EA3600 工業用イーサネッ ト  インタフェースでは、 次の標準プロ ト コルをサポート しています。

• PROFINET (詳細については、 「第 4 章 「PROFINET インタフェース」」 を参照して ください )。

• EtherNet/IP (詳細については、 「第 5 章 「EtherNet/IP インタフェース」」 を参照して ください )。

• Modbus TCP (詳細については、 「第 6 章 「Modbus TCP インタフェース」」 を参照して ください )。

アクテ ィブな工業用イーサネッ ト  プロ ト コルの選択

EA3600 は、 一度に 1 つの工業用イーサネッ ト  プロ ト コルをサポート します。 アクテ ィブなプロ ト コルを選択す
るには、工業用イーサネッ ト構成ユーティ リテ ィ を使用します。選択内容の変更は、EA3600 の電源を入れ直した
後でのみ有効になります。

アクティブな IE プロ ト コルを構成する方法の詳細については、「第 1 章「初期セッ トアップ」」を参照して ください。
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IP アドレス構成の設定

イーサネッ ト上で EA3600 と通信するには、 IP アドレスをコンピュータまたは通信に使用するコン ト ローラと同
じサブネッ ト上の有効なアドレスに設定する必要があります。この操作は DHCP を使用して行う ことができます。
また、 アドレスを静的に構成することもできます。

PROFINET の場合、 ネッ トワーク上で通信を開始するために EA3600 に IP アドレスが構成されている必要はあ
りません。PROFINET 名に基づいてデバイスの IP アドレスを設定するようにコン ト ローラを構成することができ
ます。 アクテ ィブなプロ ト コルが PROFINET の場合は、 IP 構成を設定する必要はありません。 ただし、別のプロ
ト コルを選択する場合や、 非工業用ツールをファームウェアの更新や他の非 I/O 機能などの機能に使用する場合
は、 そのために EA3600 に IP アドレスを設定する必要があります。

イーサネッ ト  インタフェースで使用される IP アドレス構成は、Zebra 工業用イーサネッ ト構成ユーティ リテ ィ を
使用して設定できます。 構成の変更は即座に有効になりますが、 IP アドレス構成を変更する場合は手動で再接続
する必要があります。

構成手順については、 「第 1 章 「初期セッ トアップ」」 を参照して ください。

工業用イーサネッ ト開発者用ファイル (ZIP ファイルの内容 )
EA3600 用の工業用イーサネッ ト開発者用ファイルは、別個の ZIP ファイル (CAAEAS00-001-RXXD0.ZIP) に含ま
れています。 このファイルには、 開発期間の短縮に役立つデバイス定義ファイル、 サンプル アプリケーシ ョ ン、
およびラダー ロジック  ルーチン /機能ブロックが含まれています。 このセクシ ョ ンでは、 zip の内容について説明
します。

デバイス定義ファイル

EA3600 を Rockwell Automation 社の Logix Designer または Siemens 社の Step 7 内に IO モジュールとして含め
るには、 デバイス定義ファイルをインス トールする必要があります。 表 2-1 に、 これらのファイルを示します。

これらのデバイス定義ファイルをインス トールする方法の詳細については、 お使いの工業用プロ ト コルに対応す
る章を参照して ください。

表 2-1    定義ファイルのリス ト

工業用プロ ト コル (開発環境 ) デバイス定義ファイル イメージ ファイル
フォルダの

場所

EtherNet/IP (Logix 5000 Studio) Zebra_EA3600.eds Zebra_EA3600.ico EtherNetIP\

PROFINET (Totally Integrated 
Automation/Step 7)

GSDML-V2.33 
-Zebra-EA3600-2-201811
15.xml

GSDML-034B-0002-EA3600.bmp PROFINET\
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サンプル アプリケーショ ン ファイル

初期のアプリケーシ ョ ン開発を支援するために、 サンプル アプリケーシ ョ ンが提供されています。 これらのサン
プル アプリケーシ ョ ンには、 別個のエクスポート されたコンポーネン ト と しても提供されるスキャナ機能ブロッ
クまたはスキャナ ルーチンの使用も含まれています。 プロ ト コルと開発環境に対応するフォルダに、 3 つのサン
プル アプリケーシ ョ ンが格納されています。

• EthernetIP\Logix_v24\EA3600Sample.zip

このサンプルは、 読み込む前に展開する必要があります。 このサンプル アプリケーシ ョ ンは、 RS Logix
Designer Studio 5000 v24 を使用して構築されています。 このサンプル アプリケーシ ョ ンには、 スキャニン

グ操作に必要な EA3600 ロジックの多く を抽象化する ScannerRoutine が使用されています。

• Profinet\TIAv15.1\EA3600_TIA_Sample_v15.1.zap15_1

このアーカイブされたサンプル アプリケーシ ョ ンは、 Totally Integrated Automation (TIA) v15.1 SP2 を使用

して構築されています。 このサンプル アプリケーシ ョ ンを読み込むには、 TIA v15.1 以降の [File] メニュー

の [Retrieve] 機能を使用します。 このサンプル アプリケーシ ョ ンには、 スキャニング操作に必要な EA3600
ロジックの多く を抽象化する EA3600 ライブラリが使用されています。

サンプルの機能ブロック、 ライブラリ、 ルーチン ファイル

Rockwell Automation 社および Siemens 社の開発環境の代替バージ ョ ンを使用するアプリケーシ ョ ン開発者を支
援するために、 エクスポート された機能ブロック、 ライブラ リ、 およびルーチンが提供されています。 これらの
コンポーネン ト を、 プロジェク トへの読み込み方法とともに次に示します。

• EthernetIP\Logix_v24\ScannerRoutine.L5X

RS Logix Designer Studio 5000 で、 [File] メニューの [Import Component\Routine] を選択して、 このルー

チンを読み込みます。

• Profinet\TIAv15.1\EA3600Lib.zal15_1

TIA v15.1 で、 このグローバル ライブラ リを開き、 そのコンポーネン ト を現在のプロジェ ク トにド ラ ッグ

アン ド  ドロップします。

注 サンプル アプリケーシ ョ ンが適切に動作するためには、 これらのファイルが適切な開発環境にインストー

ルされている必要があります。
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EA3600 PLC I/O リファレンス

EA3600 とコン ト ローラとの間で交換される I/O データには、 バーコード  データ自体に加えて、 バーコードの転
送に使用されるステータスおよび制御情報のコレクシ ョ ンも含まれます。

バーコード入力データ

入力データ  (EA3600 からイーサネッ ト  コン ト ローラに送信されるデータ ) の内容を表 2-2に示します。

入力データ  バッファの全体の長さは、 工業用プロ ト コルの制限によって決まります。 スキャナから受信したバー
コード  データがデータ  フ ィールドに収まらない場合は、 バーコードを断片化し、 ブロックに分けてコン ト ローラ
に送信することができます。

表 2-2    バーコード入力データ

データ  パラメータ データ型 説明

ステータス レジスタ UINT16 スキャナ インタフェースとバーコード  データ転送の現在のステータスを

示すビッ ト列。 ビッ ト割り当てについては、 表 2-5 を参照して く ださい。

更新カウンタ UINT16 新しいデータがデータ  フ ィールドに読み込まれるたびに 1 ずつインク

リ メン ト されます。 これにより、 データが更新されたことがコン ト ロー
ラに示されます。

通常の範囲は 1 ～ 65,535 です。

0 は、 転送エラーが検出され、 コン ト ローラが再同期する必要があるこ

とを示します。

バーコード  タイプ UINT16 データ  フ ィールドに含まれているバーコードのタイプ。

接続しているスキャ
ナの数

UINT8 EA3600 に接続しているスキャナの数。

バッテリ充電状態 UINT8 コードレス スキャナのバッテリ充電状態 (0% ～ 100%)。

バッテリ電圧 UINT16 コードレス スキャナのバッテリ電圧 ( ミ リボルト )。

バッテリ温度 UINT16 コードレス スキャナのバッテリ温度 (℃ )。

バッテリ製造日 UINT8[8] コードレス スキャナのバッテリ製造日 (DDMMMYY)。

予約済み UINT16 0 に設定します。

長さ UINT16 後に続くデータ  フ ィールドの長さ  (バイ ト )。

データ BYTE[]
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バーコード入力データ  - ステータス レジスタ

入力データのステータス レジスタ  フ ィールドは、 表 2-3 に示すようにビッ トが割り当てられた 16 ビッ トのビッ
ト列です。

表 2-3    ステータス レジスタのビッ ト割り当て

ビッ ト 名前 説明

0 バーコード転送 バーコード転送ビッ トのステータス。

1 ハンドシェイク  モード ハンドシェイク  モード  ビッ トのステータス。

2 断片化モード バーコード断片化モード  ビッ トのステータス。

3 バーコード  キャ ッシュ  
オーバーフロー

バーコード  キャッシュがいっぱいの状態でスキャナから新しいバー

コードを受信したときにセッ ト されます。 このビッ トは、 1 つまた

は複数のバーコードが失われたことを示します。

このビッ トは、 出力制御レジスタの障害のクリア ビッ ト をセッ トす

ることでク リアされます。

4 入力データ  オーバーフ

ロー

断片化モードが有効になっておらず、 現在のバーコード  データが入

力データ  バッファのデータ  フ ィールドに収まらない場合にセッ ト

されます。 現在のバーコードは、 データ  フ ィールドに収まるように

切り捨てられています。

断片化モードが有効な場合、 このビッ トは使用されません。

5 ハンドシェイクの待機中 スキャナが更新 /ACK を待機していることを示す内部状態。

カウンタ  ハンドシェイク。

現在のバーコードの ACK カウンタがコン ト ローラによって更新さ

れるのをスキャナが待機しているときにセッ ト されます。

ACK カウンタが更新カウンタ と一致するように設定されたときにク

リアされます。

このビッ トは、 ハンドシェイク  モードが無効なときは使用されま

せん。

6 ト リガ状態 スキャナのト リガ ボタンが物理的に押されたときにセッ ト されま

す。 ト リガ ボタンが放されたときにクリアされます。

マルチポイン ト  EA3600 SKU を使用する場合、 このビッ トは使用さ

れません。 このビッ トは、 ポイン ト ト ゥポイン ト  EA3600 SKU を使

用する場合にのみ有効になります。

7 スキャナのタイプ 0 = コード付きスキャナ 1 = コードレス スキャナ

8 断片化バーコード 現在のバーコード  データがデータ  フ ィールドより大き く、 ブロッ

クに分けて送信される場合にセッ ト されます。

現在のバーコード  データがデータ  フ ィールドに収まる場合にクリ

アされます。

断片化モードが無効な場合、 このビッ トは使用されません。

9 初の断片 断片化されたバーコード転送の 初のブロックでセッ ト されます。

断片化モードが無効な場合、 このビッ トは使用されません。
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バーコード出力データ

出力データ  ( イーサネッ ト  コン ト ローラから  EA3600 に送信されるデータ ) の内容を表 2-4に示します。

10 中間の断片 断片化されたバーコード転送の、 初と 後を除くすべてのブロッ
クでセッ ト されます。

断片化モードが無効な場合、 このビッ トは使用されません。

11 後の断片 断片化されたバーコード転送の 後のブロックでセッ ト されます。

断片化モードが無効な場合、 このビッ トは使用されません。

12 ～ 15 予約済み

表 2-3    ステータス レジスタのビッ ト割り当て (続き )

ビッ ト 名前 説明

表 2-4    バーコード出力データ

データ  パラメータ データ型 説明

制御レジスタ UINT16 バーコード転送制御に使用するビッ ト列。 次の表のビッ ト
割り当てを参照して ください。

ACK カウンタ UINT16 入力データ更新カウンタの値に設定され、 コン ト ローラが
入力データからデータを読み出したことを示します。

通常の範囲は 1 ～ 65,535 です。

0 は、 転送エラーが検出され、 EA3600 が再同期する必要

があることを示します。

ハンドシェイク  モードが無効な場合、 このフ ィールドは 
EA3600 によって無視されます。

UI アクシ ョ ン コード UINT16 スキャナ ユーザー表示コード  ( ビープ音、 LED の点滅、 ハ

プテ ィ ッ クなど )。
スキャナに送信される UIF コード とともに読み込まれます。

このコードは、 制御レジスタの SendUIAction ビッ トの 0 
から  1 への遷移後にスキャナに送信されます。

SendUIAction は、 1 要求パケッ ト間隔以上 1 に保持される

必要があります ( この間隔は、 プロ ト コルおよび PLC に応

じて 8ms ～ 100ms の間で異なります )。
このビッ トは、 ポイン ト ト ゥポイン ト  EA3600 SKU での

み機能します。
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バーコード出力データ  - 制御レジスタ

出力データの制御レジスタ  フ ィールドは、 表 2-5 に示すよ うにビッ トが割り当てられた 16 ビッ トのビッ ト列
です。

表 2-5    制御レジスタのビッ ト割り当て

ビッ ト 名前 説明

0 バーコード転送 セッ ト されると、 バーコード転送が有効になります。

クリアされた場合、 スキャンされたバーコード  データ  デコード  データは 
PLC に転送されません。

1 ハンドシェイク  モード  セッ ト されると、 ハンドシェイク  モードが有効になります。

このビッ トのステータスが読み取られるのは、 バーコード転送ビッ トの立ち
上がりエッジと、 1 要求パケッ ト間隔以上保持されたときに限られます ( この

間隔は、 プロ ト コルおよび PLC に応じて 8ms ～ 100ms の間で異なります )。
それ以外の変更は無視されます (つまり、 バーコード転送が有効なときにハン

ドシェイク  モードが設定された場合 )。

2 断片化モード セッ ト されると、 バーコード断片化モードが有効になります。

このビッ トのステータスが読み取られるのは、 バーコード転送ビッ トの立ち
上がりエッジと、 1 要求パケッ ト間隔以上保持されたときに限られます ( この

間隔は、 プロ ト コルおよび PLC に応じて 8ms ～ 100ms の間で異なります )。
それ以外の変更は無視されます (つまり、 バーコード転送が有効なときに断片

化モードが設定された場合 )。
このビッ トは、 ハンドシェイク  モードが設定されない場合は無視されます。

3 予約済み 0 に設定します。

4 障害のクリア セッ ト されると、 アクテ ィブなインタフ ェース障害がすべてクリアされます。
このビッ トが有効になるのは、 立ち上がりエッジと、 1 要求パケッ ト間隔以上

保持されたときに限られます ( この間隔は、 プロ ト コルおよび PLC に応じて 
8ms ～ 100ms の間で異なります )。

5 スキャンの開始 セッ ト されると、 バーコード  スキャンが開始されます。

立ち上がりエッジと、 1 要求パケッ ト間隔以上保持されたときに限り  ( この間

隔は、 プロ ト コルおよび PLC に応じて 8ms ～ 100ms の間で異なります )、 こ

のビッ トによってスキャナでバーコード  スキャンが開始されます。

注 : バーコードが読み取られるとスキャンが自動的にオフになります。 次の

コードを読み取るには、 スキャンを再開する必要があります。

このビッ トは、 ポイン ト ト ゥポイン ト  EA3600 SKU でのみ機能します。

6 スキャンの停止 セッ ト されると、 アクテ ィブなバーコード  スキャンが停止されます。

立ち上がりエッジと、 1 要求パケッ ト間隔以上保持されたときに限り  ( この間

隔は、 プロ ト コルおよび PLC に応じて 8ms ～ 100ms の間で異なります )、 こ

のビッ トによってスキャナによるスキャンが停止されます。

このビッ トは、 ポイン ト ト ゥポイン ト  EA3600 SKU でのみ機能します。
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7 UI アクシ ョ ンの送信 セッ ト されると、 UI アクシ ョ ン コード出力フ ィールドの UIF コードで指定さ

れたスキャナ ユーザー アクシ ョ ンがト リガされます。

UIF コードは、 このビッ トの 0 から  1 への遷移後にスキャナに送信されます。

このビッ トは、 1 要求パケッ ト間隔以上 1 に保持される必要があります ( この

間隔は、 プロ ト コルおよび PLC に応じて 8ms ～ 100ms の間で異なります )。
このビッ トは、 ポイン ト ト ゥポイン ト  EA3600 SKU でのみ機能します。

8 ～ 15 予約済み 0 に設定します。

表 2-5    制御レジスタのビッ ト割り当て (続き )

ビッ ト 名前 説明



第 3 章 バーコード転送
はじめに

EA3600 からコン ト ローラへのバーコード  データの転送は、 すべての工業用イーサネッ ト  プロ ト コルで同じ メカ
ニズムを使用して実行されます。 

この章では、 使用するプロ ト コルに関係な く、 この転送がどのように行われるかについて詳し く説明します。

転送モード

EA3600 には、 3 つのモードのバーコード転送メカニズムが用意されています。 これらの 3 つのモードは、データ
整合性およびデータ  サイズ機能のレベルに違いがあります。

基本モード

基本モード転送では、 バーコード  データは、 受信時にコン ト ローラに送信されます。 コン ト ローラがデータの読
み込みや処理を行ったかど うかを確認するためのチェ ッ クは行われません。 スキャナからの新しいデータ を
EA3600 が受信すると、前のデータは新しいデータによって上書きされます。基本モードは もシンプルな転送を
実装するもので、 コン ト ローラは EA3600 と対話するためのロジックを必要としません。 

ハンドシェイク  モード

ハンドシェイク  モードでは、バーコード転送に一定レベルのデータ整合性が追加されます。コン ト ローラは、バー
コード  データのそれぞれに対して肯定応答を返す必要があります。 コン ト ローラが前のデータの処理を完了した
ことを示すまで、 EA3600 は新しいデータを送信しません。 処理中のデータの整合性を保証するために、 コン ト
ローラがビジー状態のときはバーコード  スキャンは無効になります。

断片化モード

一部の工業用イーサネッ ト  プロ ト コルには、メ ッセージ バッファのサイズに制限があります。断片化モードでは、
プロ ト コル メ ッセージ バッファより も大きいバーコード  データをコン ト ローラに転送できます。 バーコードが
メ ッセージ バッファより大きい場合に断片化モードを使用すると、 バーコードは分割され、 複数のブロックに分
けてコン ト ローラに送信されます。 コン ト ローラは、 これらのブロックを再アセンブルして完全なバーコードを
作成します。

断片化モードでは、 各断片ブロックがコン ト ローラによって受信されたことを保証するために、 ハンドシェイク
モードを使用する必要があります。
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EA3600 からのバーコード  データの読み取り

バーコード転送の有効化

EA3600 からコン ト ローラへのバーコード  データ転送は、 コン ト ローラ側で有効にする必要があります。転送は、
制御レジスタのバーコード転送ビッ ト をセッ トすることによって有効化されます。

転送を中止するには、 バーコード転送ビッ ト をクリアします。 バーコード転送の進行中に転送を無効にした場合、
そのバーコードはキャッシュに格納され、 転送が有効になったときに再送信されます。

バーコード  モード  (基本、ハンドシェイク、断片化 ) は、バーコード転送ビッ トの立ち上がりエッジで設定されます。

転送モードの選択

使用される転送モードのタイプ (基本、ハンドシェイク、断片化 ) は、制御レジスタのハンドシェイク  モード  ビッ
ト と断片化モード  ビッ ト を使用してコン ト ローラによって選択されます。これらのビッ トは、バーコード転送ビッ
トの立ち上がりエッジで EA3600 によってのみ読み取られます。 したがって、 転送モードは、 バーコード転送が
有効な場合にのみ設定されます。

表 3-1 に、 ハンドシェイク  モード  ビッ ト と断片化モード  ビッ ト を使用して選択される転送モードを示します。

断片化モードにはハンドシェイク  モードが必要です。断片化モードが設定されているときにハンドシェイク  モー
ドが設定されていない場合、 その組み合わせは無効になり、 デフォルトの基本転送モードが使用されます。

基本モード  

転送制御

基本モードでは、 バーコード  データは、 EA3600 によって読み取られるときに入力データ  バッファに読み込まれ
ます。 
新しいデータが入力データ  フ ィールドに読み込まれると、更新カウンタが 1 つインクリ メン ト されて、新しいデー
タが使用可能であることを示します。 基本モードには、 コン ト ローラがデータの処理を完了したことを示すため
の、 コン ト ローラからの肯定応答メカニズムはありません。 入力データ  バッファ内のバーコード  データがコン ト
ローラによって処理される前に上書きされない保証はありません。

バーコード  データ

基本モードでは、 各バーコードは、 入力データ  フ ィールドの 1 つのブロックでコン ト ローラに送信されます。 

バーコード  データが入力データ  フ ィールドのサイズより大きい場合、バーコード  データは使用可能なサイズに切
り捨てられます。 さらに、バーコード  データが切り捨てられていることを示す入力データ  オーバーフロー ビッ ト
がステータス レジスタにセッ ト されます。

表 3-1    ハンドシェイク  モード  ビッ ト と断片化モード  ビッ ト を使用して選択される転送モード

ハンドシェイク  モード 断片化モード 結果の転送モード

オフ オフ 基本 

オン オフ ハンドシェイク

オン オン ハンドシェイクと断片化

オフ オン 無効
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ハンドシェイク  モード

転送制御

ハンドシェイク  モードには肯定応答メカニズムが用意されており、 コン ト ローラは、 入力バッファ内のバーコー
ド  データが読み取られたことの肯定応答を返すことができます。 これにより、 入力データがコン ト ローラによっ
て読み取られる前に EA3600 によって上書きされる可能性が低く なります。

新しいデータが入力データ  フ ィールドに読み込まれると、更新カウンタが 1 つインクリ メン ト されて、新しいデー
タが使用可能であることを示します。出力データの ACK カウンタが更新カウンタ と一致するように設定されるま
で、 入力データ  フ ィールドは EA3600 によって上書きされません。 コン ト ローラは、 更新カウンタの変更に基づ
いてデータが使用可能であると判断し、 データの処理が完了した後で ACK カウンタを更新します。

更新カウンタは、1 ～ 65,535 の範囲内で連続してインクリ メン ト されます。ゼロ (0) は特殊な値であり、バーコー
ド転送に問題があることを示すために使用されます。 

バーコード  データ

(断片化のない ) ハンドシェイク  モードでは、 各バーコードは、 入力データ  フ ィールドの 1 つのブロックでコン
ト ローラに送信されます。

バーコード  データが入力データ  フ ィールドのサイズより大きい場合、バーコード  データは使用可能なサイズに切
り捨てられます。 さらに、バーコード  データが切り捨てられていることを示す入力データ  オーバーフロー ビッ ト
がステータス レジスタにセッ ト されます。

バーコード転送でのエラー処理

EA3600 がバーコード転送のエラーを検出した場合 (接続がリセッ ト された場合、 転送が無効な場合など )、 更新
カウンタがゼロ (0) に設定され、 進行中のバーコード転送がすべて停止されます。

コン ト ローラがバーコード転送のエラーを発見した場合は、ACK カウンタをゼロ (0) に設定する必要があります。
ACK カウンタがゼロ (0) に設定されたことを EA3600 が検出した場合、 進行中のバーコード転送がすべて停止さ
れ、 更新カウンタがゼロ (0) に設定されます。

更新カウンタをゼロ (0) に設定した EA3600 は、 処理を続行する前に、 ACK カウンタがコン ト ローラによってゼ
ロ (0) に設定されるのを待ちます。 両方のカウンタがゼロ (0) になると、 保留中のすべてのバーコード転送が再開
されます。

シーケンス図

図 3-1 に、 2 つのバーコードを転送するときのハンドシェイク  モードのメカニズムを示します。 
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この図に示されているのは、 すべての I/O メ ッセージではな く、 I/O メ ッセージの内容が変更されるようすです。
I/O 接続の周期間隔に応じて、 EA3600 とコン ト ローラの間で特定のメ ッセージ内容が複数回繰り返される場合が
あります。

図 3-1    2 つのバーコードを転送するときのハンドシェイク  モードのメカニズム

断片化モード

転送制御

断片化モードでは、 ハン ドシェイク  モード  メ カニズムがデータ転送制御に使用されることに加え、 入力データ
フ ィールドより大きいバーコード  データを処理する機能が追加されます。 転送制御の詳細については、 3-3 ペー
ジの 「ハンドシェイク  モード」 を参照して ください。

バーコード  データの断片化制御

断片化モードを有効にすると、 入力データ  フ ィールドより大きいバーコード  データは分割され、 複数のブロック
に分けてコン ト ローラに送信されます。

バーコード  データが入力データ  フ ィールドに完全に収まる場合は、 ステータス レジスタの断片化バーコード
ビッ トがクリアされ、 「ハンドシェイク  モード」 で説明した転送メカニズムが使用されます。

バーコードが入力データ  フ ィールドより大きい場合は、 次の転送メカニズムが使用されます。

• 初のブロック

• ステータス レジスタの断片化バーコード  ビッ ト と 初の断片ビッ トがセッ ト されます。

• 入力の長さは入力データ  バイ ト配列の全体のサイズに設定され、 バーコードの 初の断片を含みます。

• ブロック  2 ～ (n-1)

• ステータス レジスタの断片化バーコード  ビッ ト と中間の断片ビッ トがセッ ト されます。

• 入力の長さは入力データ  バイ ト配列の全体のサイズに設定され、 バーコードの次の断片を含みます。

クレードル

ハンドシェイク モード有効 
転送有効 

10 バイトのデータを含む

バーコードの送信

Ack 受信済み

新しいデータはありません

16 バイトのデータで読み込

まれる新しいバーコード 
データ

長さ 10

長さ 10

長さ 6

コントローラ
ハンドシェイク モード設定

と転送有効化

10 バイトのデータを保存 
Ack の送信

更新カウンタに変更がないため、

データは無視されます

16 バイトのデータを保存 
Ack の送信
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• 後のブロック

• ステータス レジスタの断片化バーコード  ビッ ト と 後の断片ビッ トがセッ ト されます。

• 入力の長さはバーコード  データの残りのサイズに設定されます。

• 入力データ  フ ィールドには、 バーコード  データの 後の部分が含まれます。

シーケンス図

図 3-2 に、入力データ  フ ィールドのサイズが 400 バイ トに制限されているときに 1,000 バイ トのバーコードを転
送するために使用されるメカニズムを示します。

この図に示されているのは、 すべての I/O メ ッセージではな く、 I/O メ ッセージの内容が変更されるようすです。
I/O 接続の周期間隔に応じて、クレードルとコン ト ローラの間で特定のメ ッセージ内容が複数回繰り返される場合
があります。

図 3-2    入力データ  フ ィールドのサイズが 400 バイ トに制限されているときに 1,000 バイ トのバーコードを転送

するためのメカニズム

ト リガ状態の判定

スキャナのト リガ ボタンの現在の状態は、 ト リガ状態ステータス ビッ ト を介して取得できます。 このビッ トは、
ト リガが放されたときにセッ ト解除され、 ト リガが引かれたときにセッ ト されます。 この機能は、EA3600 ポイン
ト ト ゥポイン ト  SKU でのみサポート されます。

ハンドシェイク モード有効 
断片化有効

転送有効

クレードル クレードル

1,000 バイトのデータで読み

込まれる新しいバーコード

Ack 受信済み 
2番目のブロックを送信

Ack 受信済み 
3番目と 後のブロックを

送信

長さ 400

長さ 400

長さ 200

ハンドシェイクおよび断片

化モード設定、

転送有効化

初の断面が設定されています:
断片化の転送を開始

400 バイトの

初のブロックを保存

Ack の送信

400 バイトの 
2番目のブロックを保存

Ack の送信

200 バイトの 
3番目のブロックを保存

後の断片が設定されています:
完全なバーコードデータを保存

Ack の送信

注 ト リガ状態ビッ トは、 実際のト リガ ボタンの状態に関係な く、 スキャナによってバーコードが読み取られ

たときにクリアされます。 これは、 スキャナがまだバーコードの読み取りを試行している状態にあるとき
の混乱を軽減するための動作です。
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バーコード  タイプの表

バーコードのタイプは、 16 ビッ ト  バーコード  タイプ SSI ID 入力データ入力によって識別されます。

注 すべてのシンボル体系が EA3600 でサポート されているわけではありません。 イメージング / ビデオおよ

び署名読み取りはサポート されていません。

表 3-2    SSI ID 別のコード  タイプ

パラ メータ SSI 番号

Code 39 0x01

Codabar 0x02

Code 128 0x03

Discrete 2 of 5 (DTF) 0x04

IATA 0x05

Interleaved 2 of 5 (ITF) 0x06

Code 93 0x07

UPC-A 0x08

UPC-E 0x09

EAN-8 0x0A

EAN-13 0x0B

Code 11 0x0C

MSI 0x0E

EAN-128 0x0F

UPC-E1 0x10

PDF-417 0x11

Code 39 Full ASCII 変換 0x13

Trioptic Code 39 0x15

Bookland EAN 0x16

UCC クーポン拡張コード 0x17

ISBT-128 0x19

MicroPDF417 0x1A

Data Matrix 0x1B

QR Code 0x1C

US Postnet 0x1E
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US Planet 0x1F

Code 32 0x20

ISBT-128 連結 0x21

Japan Postal 0x22

Australia Post 0x23

Netherlands KIX Code 0x24

Maxicode 0x25

UK Postal 0x27

Macro PDF-417 0x28

Micro QR 0x2C

Aztec 0x2D

GS1 DataBar Omnidirectional (旧 GS1 DataBar-14) 0x30

GS1 DataBar Limited 0x31

GS1 DataBar Expanded 0x32

USPS 4CB/One Code/Intelligent Mail 0x34

UPU FICS Postal 0x35

ISSN EAN 0x36

Matrix 2 of 5 0x39

UPCA + 2 0x48

UPCE + 2 0x49

EAN-8 + 2 0x4A

EAN-13 + 2 0x4B

UPCE1 + 2 0x50

Composite (CC-A + EAN-128) 0x51

Composite (CC-A + EAN-13) 0x52

Composite (CC-A + EAN-8) 0x53

Composite (CC-A + RSS Expanded) 0x54

Composite (CC-A + RSS Limited) 0x55

Composite (CC-A + RSS-14) 0x56

Composite (CC-A + UPC-A) 0x57

表 3-2    SSI ID 別のコード  タイプ ( 続き )

パラメータ SSI 番号
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Composite (CC-A + UPC-E) 0x58

Composite (CC-C + EAN-128) 0x59

TLC-39 0x5A

Composite (CC-B + EAN-128) 0x61

Composite (CC-B + EAN-13) 0x62

Composite (CC-B + EAN-8) 0x63

Composite (CC-B + RSS Expanded) 0x64

Composite (CC-B + RSS Limited) 0x65

Composite (CC-B + RSS-14) 0x66

Composite (CC-B + UPC-A) 0x67

Composite (CC-B + UPC-E) 0x68

Chinese 2 of 5 0x72

Korean 3 of 5 0x73

GS1 Databar Extended Coupon 0x84

UPCA + 5 0x88

UPCE + 5 0x89

EAN-8 + 5 0x8A

EAN-13 + 5 0x8B

UPCE1 + 5 0x90

GS1 Data Matrix 0xC1

Han Xin Code 0xB7

表 3-2    SSI ID 別のコード  タイプ ( 続き )

パラメータ SSI 番号
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スキャナへのアラート / アクシ ョ ンの送信

EA3600 では、スキャナのエンド  ユーザーに通知を送信することが必要になった場合にユーザー インタフェース ア
クションを送信できます。 アクションは、 UIActionCode フ ィールドで指定します。 アクションは、 SendAction 制御
レジスタ  ビッ トの立ち上がりエッジでスキャナに送信され、 処理されます。 表 3-3 に、 送信できるアクシ ョ ンの一
覧を示します。

注 アラート / アクシ ョ ン機能は、 EA3600 Multipoint SKU ではサポート されません。

表 3-3    アラート / アクシ ョ ン

UIF コード UIF アクシ ョ ン コ メン ト

0x00 短い高音のビープ音

0x01 2 回の短い高音のビープ音

0x02 3 回の短い高音のビープ音

0x03 4 回の短い高音のビープ音

0x04 5 回の短い高音のビープ音

0x05 短い低音のビープ音

0x06 2 回の短い低音のビープ音

0x07 3 回の短い低音のビープ音

0x08 4 回の短い低音のビープ音

0x09 5 回の短い低音のビープ音

0x0A 長い高音のビープ音

0x0B 2 回の長い高音のビープ音

0x0C 3 回の長い高音のビープ音

0x0D 4 回の長い高音のビープ音

0x0E 5 回の長い高音のビープ音

0x0F 長い低音のビープ音

0x10 2 回の長い低音のビープ音

0x11 3 回の長い低音のビープ音

0x12 4 回の長い低音のビープ音

0x13 5 回の長い低音のビープ音

0x14 高速のさえずり音

0x15 低速のさえずり音
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0x16 高音 - 低音のビープ音

0x17 低音 - 高音のビープ音

0x18 高音 - 低音 - 高音のビープ音

0x19 低音 - 高音 - 低音のビープ音

0x1A 高音 - 高音 - 低音 - 低音のビープ音

0x22 低音 - 中音 - 高音のビープ音 (振動あり ) ブートアップ シーケンス。

0x2A 緑色の LED が消灯

0x2B 緑色の LED が点灯

0x2D 黄色の LED が点灯

0x2E 黄色の LED が消灯

0x2F 赤色の LED が点灯

0x30 赤色の LED が消灯

0x31 低音 - 高音のビープ音と赤色の LED パラ メータの入力エラー。

0x32 さえずり音と緑色の LED パラ メータが入力されました。

0x33 短い高音 - 低音のビープ音と緑色の LED 数字キーが必要です。

0x34 短い低音 - 低音のビープ音と緑色の LED 英数字が必要です。

0x36 短い高音 - 低音 - 低音のビープ音と緑色の LED ADF 条件 / アクシ ョ ンがユーザー

によってクリアされました。

0x37 短い低音のビープ音と緑色の LED 後の ADF ルールがユーザーに

よって削除されました。

0x38 短い低音 - 高音 - 高音のビープ音と緑色の LED ADF ルール バッファがユーザー

によって消去されました。

0x3A 短い高音 - 高音のビープ音と緑色の LED の点滅 パラ メータ条件 / アクシ ョ ンが必

要です。

0x3C 長い低音 - 高音 - 低音のビープ音と緑色の LED
(点滅消灯 )

ADF ルールの入力がユーザーに

よってキャンセルされました。

0x3D さえずり音と緑色 LED (長い光 ) ADF ルールが保存されました。

0x40 短い低音 - 高音 - 高音と緑色の LED パラ メータのデフォルト値がユー
ザーによって設定されました。

0x4C 2 回の高音 音量が変更されました。

0x4D 高音 - 中音 - 低音 - 高音 - 中音 - 低音のビープ音 内部使用。

表 3-3    アラート / アクシ ョ ン ( 続き )

UIF コード UIF アクシ ョ ン コ メン ト



第 4 章 PROFINET インタフェース 
はじめに

この章では、 EA3600 で PROFINET 通信を使用する方法について説明します。

通信プロファイル

EA3600 の PROFINET インタフェースは、 PROFINET-IO デバイス機能をサポート しています。 このデバイスは、
PROFINET コン ト ローラからの I/O 接続を受信する ( またはターゲッ ト となる ) ことができますが、それ自体で接
続を開始することはできません。

このイン タ フ ェースは、 汎用デバイス プロフ ァ イルをサポー ト しています。 イン タ フ ェースは、 PROFINET
Conformance Class A/RT - 1 です。

GSDML ファイル

PROFINET GSDML ファイルは、 EA3600 の ID および I/O 機能を記述します。 このファイルは、 PROFINET ネッ
トワークでの EA3600 との通信に使用される I/O 接続とデータ  タグを構成するためにコン ト ローラ構成ツールに
よって使用されます。

新の GSDML ファイルは工業用イーサネッ ト  ソフ トウェア パッケージで入手できます ( 「第 1 章 「初期セッ ト
アップ」」 を参照して ください )。

ID およびメンテナンス機能

PROFINET インタフェースは、 EA3600 に関する ID およびメンテナンス情報を提供する I&M0、 I&M1、 I&M2 お
よび I&M3 レコード  インタフェースをサポート しています。

重要 この章の前に 「第 2 章 「イーサネッ ト  インタフェース」」 と 「第 3 章 「バーコード転送」」 をお読みく

ださい。 これらの章では、 すべてのプロ ト コルに関連する EA3600 の動作について説明します。
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PROFINET IO モジュール

I/O インタフェースには、コン ト ローラへのバーコード  データの転送に使用されるパラ メータ とデータを含む単一
の I/O モジュールが含まれています。

ステータスおよびバーコード  データ  IO モジュール

モジュール ID: 48

サブモジュール ID: 1

アクセス : 入力 /出力

入力サイズ : 80 バイ ト

入力バーコード  データ  サイズ : 64 バイ ト

ステータスおよびバーコード  データ  IO モジュールには、 バーコード転送の現在のステータスとバーコード  デー
タそのものに加え、 コン ト ローラによって使用される転送制御情報が保持されます。 モジュール データのフォー
マッ トは、 上の 「ステータスおよびバーコード  データ  IO モジュール」 セクシ ョ ンの説明のとおりです。

入力データ  フ ィールドのサイズは 64 バイ トです。

Siemens 社の S7 の通信の構成

GSDML ファイルの登録

EA3600 との通信を構成するには、 事前に GSDML ファイルを TIA ポータルに登録する必要があります。 この操
作は 1 回だけ行う必要があります。

TIA ポータルを使用して GSDML ファイルを登録する手順 :

1. [Project] ビュー メニューで、 次の項目を選択します。 [Options] > [Install General Station Description File
(GSD)]

2. EA3600 GSDML ファイルがある場所を参照し、 このファイルを選択します。

3. [Install] をクリ ッ クします。

I/O 構成への EA3600 の追加

コン トローラが EA3600 と通信できるようにするためには、 EA3600 をコン ト ローラ  プログラムの I/O 構成に追
加する必要があります。

TIA ポータルを使用して EA3600 をコン ト ローラの I/O 構成に追加するには、 次の手順に従います。

1. [Network view] タブを開いて、 PLC と  PROFINET ネッ トワークを表示します。

注 これらの手順では、 PLC と  PROFINET ネッ トワークがプロジェク トに構成されていることを前提として

います。
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2. ハードウェア カタログ内で EA3600 を見つけます。

図 4-1    ハードウェア カタログに表示された EA3600

3. ハードウェア カタログで EA3600 を選択し、 [Network view] にドラ ッグします。

図 4-2    EA3600 が追加された [Network view]

4. [Network view] の EA3600 をダブルクリ ックします。 EA3600 の [Device view] タブが表示され、 [Device
view] の下にモジュールのプロパテ ィが表示されます。
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5. [Properties] タブの [General] ツリー項目を選択し、 S7 プログラムでモジュールを参照するために使用する

名前を設定します。 名前のデフォルト値は ea3600 です。 ただし、 この名前は、 アプリケーシ ョ ンに合った任

意の有効な名前に変更できます。

図 4-3    EA3600 の [Properties]、 [General]

6. [Properties] タブで [PROFINET] インタフェース ツリー項目を選択し、 ドロップダウン ボックスで選択して

サブネッ ト を PROFINET ネッ トワークに設定します。 この例では、 ネッ トワークの名前は PN/IE_1 です。

図 4-4    EA3600 の [Properties]、 PROFINET
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7. PROFINET インタフ ェースのプロパテ ィ を下にスクロールして、 IP プロ ト コルのプロパテ ィ を表示します。

IP アドレスは、 アプリケーシ ョ ンの要件に合わせて構成する必要があります。 

次の例では、 IP アドレスはコン ト ローラ  プロジェク トに構成され、 EA3600 の IP アドレスは PROFINET 通
信が確立されたときにコン トローラによって設定されます。 (たとえば、 デバイス内で静的に設定するなどの ) 
別の方法を使用して EA3600 IP アドレスを構成する場合は、 [IP address is set directly] ラジオ ボタンを選択

する必要があります (図 4-5 を参照して ください )。

8. PROFINET インタ フ ェースのプロパテ ィ を下にスクロールして、 PROFINET のプロパテ ィ を表示します。

PROFINET デバイス名は、アプリケーシ ョ ンの要件に合わせて構成する必要があります。これは、コン ト ロー

ラがネッ トワーク上の EA3600 の位置を特定し、 アドレス指定するために使用する名前です。

この例では、 名前は ea3600 に設定されています。 [Generate PROFINET device name automatically] をオン

にした場合、 PROFINET デバイス名は GSDML ファイルのデフォルト名 (ea3600) に基づいて設定されます。

図 4-5    EA3600 の [Properties]、 IP 構成、 および PROFINET デバイス名

9. [Network view] タブに戻ります。 EA3600 をコン ト ローラの I/O システムに追加するために、 EA3600 モ
ジュールの [Not Assigned] テキスト を右クリ ックし、 [Assign to New IO Controller] を選択します。 [Select
IO Controller] ダイアログが表示されます。 PLC を選択し、 [OK] をクリ ックします。

図 4-6    [Select IO Controller]
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EA3600 が PLC I/O システムに割り当てられ、PROFINET ネッ トワーク下の [Distributed I/O] ツリーに表示さ

れます。

図 4-7    コン ト ローラが設定された状態の [Network view]

I/O データのマッピング

EA3600 を I/O 構成に追加すると、 入力および出力データは、 GSDML ファイルの情報に基づいて、 コン ト ローラ
I/O システムに自動的にマップされます。 この I/O マッピングは、 TIA ポータルで EA3600 モジュールを選択し、
[Device view] タブに移動することで表示できます。 [Device Overview] では、 入力アドレスと出力アドレスのマッ
ピングが表示されます。

GSDML ファイル GSDML-V2.33-Zebra-EA3600-2-20181115.xml と  EA3600 ファームウェア CADRJ00-001-R06D0
以降から、 2 つのバージ ョ ンの I/O マッピングがサポート されます。 EA3600 デバイスを追加すると、 マッピング
はデフォルトで、 図 4-8に示すように 「Barcode Data v2_1」 という名前の新しい I/O 構造 (Barcode Data v2) に
なります。
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図 4-8    デバイス概要タブ - Barcode Data v2_1

図 4-8 の例で、 入力データは、 アドレス I68 - I155 にマップされています。 これらのアドレスには、 EA3600 から
受信したデータが保持されます。 バッ フ ァの長さは 88 バイ トで、 「ステータスおよびバーコード  データ」 セク
シ ョ ンの入力データの表に記載されているようにフォーマッ ト されます。 出力データは、 アドレス Q2 ～ Q7 に
マップされています。 これらのアドレスには、 EA3600 に送信されたデータが保持されます。 バッ フ ァの長さは
64 バイ トで、 2-6 ページの表 2-4 に記載されているようにフォーマッ ト されます。

Barcode Data v2 構造には、 Barcode Data v1 に含まれなかった追加のスキャナ ステータスの情報を保持します。
EA3600 フ ァームウェア CADPR00-001-R05D0 以前を使用している場合、 下位互換性のために含まれていた
Barcode Data v1 を使用する必要があります。 Barcode Data v1 を使用するには、 図 4-9に示すようにデバイス概
要タブの Barcode Data v2_1 行を削除します。

図 4-9    デバイス概要タブ - Barcode Data v1

図 4-9に示すように、 Barcode Data v1 を選択してデバイス概要タブまでド ラ ッグします。
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図 4-10    デバイス概要タブ - Barcode Data v1_1

PROFINET デバイス名の設定

PROFINET デバイス名は、デバイスの ID と して使用され、通信するデバイスを見つけるために使用されます。I/O
通信を行うには、上記のコン トローラ構成で使用されている PROFINET デバイス名と一致する名前を EA3600 モ
ジュールに設定する必要があります。

TIA ポータルを使用して EA3600 名を設定するには、 次の手順に従います。

1. EA3600 がイーサネッ ト  ネッ トワーク上にあり、 電源が入っていることを確認します。

2. [Network view] で、PROFINET ネッ トワークを右クリ ックし、[Assign device name] を選択します。[Assign
PROFINET device name] ダイアログが表示され、デバイスの一覧にネッ トワーク上のすべてのデバイスが表

示されます。

3. [PROFINET device name] ドロップダウン メニューから  EA3600 PROFINET デバイス名を選択します。この

例では、 ea3600 が選択されています。
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4. デバイスの一覧で目的の EA3600 モジュールを選択し、 [Assign Name] をクリ ックします。 これにより、 上

部のドロップダウン メニューで選択した名前がネッ トワーク上の実際の EA3600 に割り当てられます。

図 4-11    PROFINET 名の割り当て

EA3600 からのバーコード  データの転送

PROFINET インタフ ェースでは、 バーコード  データを EA3600 からコン ト ローラに転送するための 3 つの転送
モードがすべてサポート されます。 

バーコード転送メカニズムの詳細については、 3-2 ページの 「EA3600 からのバーコード  データの読み取り」 を参
照して ください。

TIA v15.1 のサンプル アプリケーシ ョ ン

PROFINET のサンプル アプリケーシ ョ ンおよび機能ブロ ッ クは、 工業用イーサネッ ト開発者用 Zip フ ァ イル
(CAAEAS00-001-RXXD0.ZIP) に含まれています。

EA3600Lib グローバル ライブラリにあるコンポーネン ト を使用する、 TIA v15.1 用の 1 つのサンプル プロジェク
ト  EA3600_TIA_sample が用意されています。 このライブラ リには、 ScannerBlock、 ScannerInStruct、 および
ScannerOutStruct データ型、 および ScannerTagTable が含まれています。

注 ネッ トワーク上に複数の EA3600 がある場合は、 デバイスの一覧に表示された MAC アドレスと  EA3600
のラベルの MAC アドレスを対応させることで EA3600 を識別できます。
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EA3600_TIA_Sample バーコード転送のサンプル ロジック

バーコード転送ロジックの使用

サンプル プログラムに含まれるバーコード転送ロジックは、ScannerBlock という名前の機能ブロックにカプセル
化されています。 そのため、 この機能ブロックの呼び出しを追加するだけで、 バーコード  インタフ ェースを任意
のプログラムに簡単に追加することができます。 この機能ブロッ クは、 EA3600 から受信したバーコード情報を
データ  ブロックに配置します。

ScannerBlock データ  ブロック

ScannerBlock インタフェースは、 EA3600 I/O との対話を単純化する入力 /出力抽象化レイヤを提供します。 この
セクシ ョ ンでは、 このインタフェースについて説明します。

入力タグ /パラメータ

ScannerBlock データ  ブロックでは、 次の入力タグを使用できます (表 4-1)。

出力タグ /パラメータ

ScannerBlock データ  ブロックでは、 次の出力タグを使用できます (表 4-2)。

表 4-1    ScannerBlock の入力タグ / パラメータ

パラ メータ 説明

InScanObject EA3600 の入力 I/O アドレスを指す ScannerInStruct データ型のオブジェク ト。

TransferEnable バーコード  スキャンを有効にするには、 true に設定します。

HandshakeEnable ハンドシェイクを使用するバーコード  スキャンを有効にするには、 true に設定します。

FragmentEnable 64 バイ ト を超えるデータをスキャンするには、 HandshakeEnable と ともに true に設

定します。

AckTransfer 立ち上がりエッジで、 現在の転送の ACK が返されます (ハンドシェイク  モードのみ )。

ClearOverflow 立ち上がりエッジで、 スキャナのオーバーフロー フラグがクリアされます。

SendAction 立ち上がりエッジで、 スキャナに対するアクシ ョ ンを実行します。

ActionCode スキャナ ユーザー表示コード (SendAction と ともに使用 )。

表 4-2    ScannerBlock の出力タグ / パラメータ

データ型 説明

OutScanObject EA3600 の出力 I/O アドレスを指す ScannerOutStruct データ型のオブジェク ト。

TransferComplete 立ち上がりエッジで、 新しいバーコードがスキャンされたことを示します。

WaitingForAck 転送の ACK を返す必要がある場合は true(ハンドシェイク  モードのみ )。

TruncatedData True は、 データが切り捨てられたことを示します。

OverflowFlag True は、 メモリ  オーバーフローまたはデータ損失を示します。

TriggerState ト リガが引かれたときにセッ ト され、 ト リガが放されたときにクリアされます。
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ScannerBlock の呼び出し

ScannerBlock では、 次のタグが必要です。 データ転送が正常に機能するためには、 これらのタグを EA3600 の同
じ  I/O アドレスに割り当てる必要があります (表 4-3)。

BarcodeType データ  フ ィールド内のバーコードのタイプ。

DataLength データ  バイ ト配列内でスキャンされたデータの長さ。

Data バーコード  データを含む 1,024 バイ トの配列。

表 4-3    ScannerBlock で必要なタグ

タグ 説明

InScanObject ScannerInStruct データ型。 EA3600 の入力 I/O アドレスに設定する必要があります。

OutScanObject ScannerOutStruct データ型。 EA3600 の出力 I/O アドレスに設定する必要があります。

表 4-2    ScannerBlock の出力タグ / パラメータ  ( 続き )

データ型 説明
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第 5 章 EtherNet/IP インタフェース
はじめに

この章では、I/O アセンブリ、I/O 接続、Rockwell Automation 社の ControlLogix の通信の構成手順、および EA3600
からのバーコード  データの転送について説明します。

通信プロファイル

EA3600 の EtherNet/IP インタ フ ェースは、 CIP アダプタ機能をサポート しています。 このデバイスは、 CIP ス
キャナからの I/O 接続を受信する ( またはターゲッ ト となる ) ことができますが、 それ自体で接続を開始すること
はできません。

このインタフェースは、汎用デバイス プロファイルをサポート しています。汎用プロファイルは、 EtherNet/IP 仕
様で求められるすべての CIP オブジェク ト を提供します。

重要 この章の前に 「第 2 章 「イーサネッ ト  インタフェース」」 と 「第 3 章 「バーコード転送」」 をお読みく

ださい。 これらの章では、 すべてのプロ ト コルに関連する EA3600 の動作について説明します。

重要 デフォルトでは、 EA3600 要求パケッ ト間隔は 100ms に設定されます。 RPI 値は、 10ms ～ 1,000ms の範

囲で構成できます。 RPI よりも高速なラダー ロジック操作では遷移が失われる可能性があるため、 タイマ

を使用して EA3600 に遷移を示すことが重要です。 たとえば、 ラダー ロジックによって 1ms のパルスで 
SendAction ビッ トがトグルされると、 EA3600 が立ち上がりエッジを見失い、 アクシ ョ ンが実行されな く

なる場合があります。
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EDS ファイル

EtherNet/IP EDS ファイルは、 EA3600 の ID および I/O 機能を記述します。 このファイルは、 EtherNet/IP ネッ ト
ワークでの EA3600 との通信に使用される I/O 接続とデータ  タグを構成するために PLC 構成ツールによって使
用されます。

新の EDS フ ァ イルは工業用イーサネッ ト  ソフ トウェア  パッケージで入手できます。 「第 1 章 「初期セッ ト
アップ」」 を参照して ください。

サポート されているオブジェク ト

EtherNet/IP インタフェースは、 次の CIP オブジェク ト をサポート しています。

• ID

• メ ッセージ ルーター

• TCP/IP インタフェース

• イーサネッ ト  リンク

• 接続マネージャ

• アセンブリ

TCP/IP インタフェース オブジェク ト  

TCP/IP インタフェース オブジェク トは、 TCP/IP 構成パラ メータを取得および設定する機能を提供します。 IP ア
ドレス構成は TCP/IP インタフ ェース オブジェク ト を介して変更できます。 ただし、 変更を有効にするには、 デ
バイスをリセッ トする必要があります。

イーサネッ ト  リンク  オブジェク ト  

イーサネッ ト  リンク  オブジェク トは、 リンク速度および二重構成パラメータを取得する機能を提供します。 この
オブジェク ト を介してリンク構成を変更することはできません。 すべての属性は読み取り専用です。

I/O アセンブリ

EtherNet/IP インタフェースには、EA3600 がスキャナから受信したバーコード  データをコン ト ローラに転送する
ために使用されるパラメータ とデータを保持する 2 つのアセンブリ  オブジェク ト  インスタンスが含まれます。

ステータスおよびバーコード  データ  アセンブリ

インスタンス : 100/101

アクセス : 取得

サイズ : 496 バイ ト

ステータスおよびバーコード  データ  アセンブリには、バーコード転送の現在のステータスとバーコード  データ自体
が保持されます。 アセンブリ  データのフォーマッ トは、 上の 「ステータスおよびバーコード  データ  アセンブリ」
セクシ ョ ンの説明のとおりです。

入力データ  フ ィールドのサイズは 484 バイ トです。

注 EtherNet/IP インタフェースは、 EtherNet/IP アドレス競合の検出をサポート していません。
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バーコード転送制御アセンブリ

インスタンス : 150

アクセス : 取得 /設定

サイズ : 6 バイ ト

バーコード転送制御アセンブリは、 コン ト ローラによるバーコード転送時のハン ドシェ イクに使用されます。
アセンブリ  データのフォーマッ トは、 上の 「バーコード転送制御アセンブリ」 セクシ ョ ンの説明のとおりです。

I/O 接続

EtherNet/IP インタフェースは、EA3600 がスキャナから受信したバーコード  データをコン ト ローラに転送するた
めに使用される単一の I/O 接続をサポート します。バーコード転送操作の詳細については、5-17 ページの「EA3600
からのバーコード  データの転送」 を参照して ください。

排他的所有者接続

ト リガおよび転送 : クラス 1、 周期的

RPI の範囲 : 10 ～ 1,000ms

O -> T 

接続ポイン ト : 150

サイズ : 6 バイ ト

フォーマッ ト : アセンブリ  インスタンス 150

T -> O 

接続ポイン ト : 100/101

サイズ : 500 バイ ト

フォーマッ ト : アセンブリ  インスタンス 100/101

Rockwell Automation 社の ControlLogix の通信の構成

EDS プロファイルを使用した構成 (ControlLogix v.20 以降 )

ControlLogix バージ ョ ン 20 以降を使用すると、 RSLogix の EDS ファイルを使用して EA3600 通信を完全に構成
できます。 

EA3600 EDS ファイルの登録

EA3600 との通信を構成するには、事前に EDS ファイルを RSLogix に登録する必要があります。この操作は 1 回
だけ行う必要があります。

EDS ファイルを登録するには、 次の手順に従います。

1. RSLogix メニューで、 [Tools] > [EDS Hardware Installation Tool] を選択します。

2. EDS ウィザードが表示されます。 [Next] をクリ ッ クします。

3. [Register an EDS File] ラジオ ボタンを選択し、 [Next] をクリ ックします。



5 - 4 EA3600 Network Connect プロダク ト  リファレンス ガイド
4. [Register a Single File] ラジオ ボタンを選択します。

5. EA3600 EDS ファイルがある場所を参照し、 このファイルを選択します。

6. [Next] をクリ ッ クします。

7. 検証テストの結果が表示されます。 [Next] をクリ ッ クします。

8. [Icon] 選択が表示されます。 [Next] をクリ ッ クします。

9. [Summary] が表示されます。 [Next] をクリ ッ クします。

10. [Finish] をクリ ッ クします。

I/O 構成への EA3600 の追加

PLC が EA3600 と通信できるようにするためには、EA3600 をプログラムの I/O 構成に追加する必要があります。

I/O 構成を追加するには、 次の手順に従います。

1. Organizer ペインの [I/O Configuration] ツリーを展開して、 イーサネッ ト  ネッ トワークを表示します。

図 5-1    [I/O Configuration] ツリー

2. ツリーの [Ethernet] ノードを右クリ ックし、 [New Module…] を選択します。

注 図 5-1 では、 イーサネッ ト  インタフェースとして 1756-EN2T が使用されています。 アプリケーシ ョ ンに

よっては、 別のタイプのイーサネッ ト  インタフェース モジュールが使用されている場合があります。
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3. [Select Module Type] ダイアログが表示されます。 ベンダ フ ィルタを変更して、 Zebra Technologies のみを

選択します。 EA3600 がデバイスの一覧に表示されます。

図 5-2    モジュール タイプの選択

4. 一覧から  EA3600 を選択し、 [Create] ボタンをクリ ッ クします。 

5. [New Module] ダイアログが表示されます。 EA3600 の目的の名前と  IP アドレスを入力します。

図 5-3    [New Module]、 名前と  IP アドレスの設定
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6. I/O 接続を構成するために、 [Change…] をクリ ッ クします。 [Module Definition] ダイアログが表示されます。

[Name] ドロップ ダウン ボックスを使用して、 アプリケーシ ョ ンに必要なバーコード  ステータス /制御バー

ジ ョ ンを選択し ます (EA3600 フ ァームウ ェ ア リ ビジ ョ ン CADPR00-001-R05D0 以前の場合は V1 を、

CADRJ00-001-R06D0 以降の場合は V2 を、 それぞれ選択します )。 [Data Type] ドロップダウン ボックスを

使用して、 データ型を [INT] に設定します (他のデータ型を使用することもできますが、 I/O データの 16 ビッ

トのステータスおよび制御レジスタを操作するには 2 バイ トの INT 型をお勧めします )。

図 5-4    [New Module]、 I/O 接続フォーマッ トの選択

7. [OK] をクリ ッ クします。

8. モジュール定義の変更に関するダイアログ警告に対し、 [Yes] をクリ ッ クします。

9. [OK] をクリ ッ クします。
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10. EA3600 が I/O 構成に追加され、 ツリーに表示されます。

図 5-5    EA3600 が追加された I/O ツリー

モジュールが I/O 構成に追加されると、 すべての I/O 接続パラメータ と  I/O タグが自動的に構成されます。

EA3600 の I/O タグ

EA3600 が I/O 構成に追加されると、 PLC ロジックが I/O 接続を介して EA3600 との間でデータを読み書きでき
るようにするためのタグのセッ トが作成されます。 図 5-6 に、 作成されたタグを示します。

図 5-6    EA3600 に関連するタグ

注 タグ名は、EA3600 が I/O 構成に追加されたときに [New Module] ダイアログで構成された名前に基づいて

います。 図 5-6 の例では、 モジュールの名前は bcScanner です。
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表 5-1 は、 図 5-6 を参照しています。

汎用 EtherNet/IP モジュールを使用した構成

EA3600 との I/O 通信は、汎用 EtherNet/IP モジュールを使用して構成することもできます。 これは v20 より前の
RSLogix バージ ョ ンで必要な構成方法ですが、 必要に応じてバージ ョ ン 20 以降で使用することもできます。

I/O 構成への EA3600 の追加

PLC が EA3600 と通信できるようにするためには、EA3600 をプログラムの I/O 構成に追加する必要があります。

PLC を I/O 構成プログラムに追加するには、 次の手順に従います。

1. Organizer ペインの [I/O configuration] ツリーを展開して、 イーサネッ ト  ネッ トワーク  インタフェースを表示

します。

図 5-7    ネッ トワーク  インタフェースが表示された I/O ツリー

表 5-1    EA3600 の I/O タグ

名前 データ型の説明

scannerName:I.ConnectionFaulted EA3600 との I/O 接続に障害が発生しているかどうかを示すブール タグ。

scannerName:I.Data EA3600 から受信したデータを保持する入力データ  バッファ。 バッファの長さ

は 250 ワード  (500 バイ ト ) で、 5-2 ページの 「ステータスおよびバーコード  
データ  アセンブリ」 に記載されているようにフォーマッ ト されます。

scannerName:O.Data EA3600 に送信されるデータを保持する出力データ  バッ フ ァ。 バッ フ ァの

長さは 3 ワード  (6 バイ ト ) で、 5-3 ページの 「バーコード転送制御アセン

ブリ」 に記載されているようにフォーマッ ト されます。
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2. ツリーの [Ethernet] インタフェース ノードを右クリ ックし、 [New Module…] を選択します。

3. [Select Module Type] ダイアログが表示されます。 [ETHERNET_MODULE] 汎用イーサネッ ト  モジュール項

目を選択し、 [OK] をクリ ッ クします。

図 5-8    汎用モジュール タイプの選択

4. [Module Properties] ダイアログが表示されます。

図 5-9    汎用モジュール タイプのモジュールのプロパティ

a. EA3600 の目的の名前を入力します。

b. EA3600 の IP アドレスを入力します。

c. 通信フォーマッ ト を [Data - INT] に設定します (他のデータ型を使用することもできますが、I/O データの 
16 ビッ トのステータスおよび制御レジスタを操作するには 2 バイ トの INT 型をお勧めします )。
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d. 接続パラメータを次のように設定します。

i. 入力 :  インスタンス 101、 サイズ 248

ii. 出力 :  インスタンス 150、 サイズ 3

iii. 構成 : インスタンス 3、 サイズ 0

e. [Finish] をクリ ッ クします。

5. EA3600 が I/O 構成に追加され、 ツリーに表示されます。

図 5-10    EA3600 が追加された I/O ツリー

EA3600 タグ

EA3600 が I/O 構成に追加されると、 PLC ロジックが I/O 接続を介して EA3600 との間でデータを読み書きでき
るようにするためのタグのセッ トが作成されます。 図 5-11 に、 作成されたタグを示します。

図 5-11    汎用モジュールに対して作成されたタグ

注 これらのサイズは 2 バイ トの INT データ型に基づいています。 別のデータ型を使用する場合は、 サ

イズを変更して、 496 バイ トの入力と  4 バイ トの出力に変換する必要があります。

注 タグ名は、 EA3600 が I/O 構成に追加されたときに [Module Properties] ダイアログで構成された名前に基

づいています。 スクリーン シ ョ ッ トの例では、 モジュールの名前は bcScanner です。
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表 5-2 は、 図 5-10 を参照しています。

EA3600 アド  オン プロファイルを使用した構成

AOP のインストール

アド  オン プロファイル (AOP) は、 EA3600 と  Logix Studio 5000 v24 を併用する開発を容易にするために開発さ
れました。

EA3600 AOP をインス トールするには、 次の手順に従います。

1. ファイル ZT_BAR_Rel16_RELEASE_2.zip を、 Logix Studio 5000 を実行しているコンピュータ と同じコン

ピュータでダウンロード して解凍します。

2. Logix Studio 5000 と  RSLinx Classic で実行しているインスタンスをすべてシャッ トダウンします。

3. 実行可能ファイル MPSetup.exe を実行して、 [Welcome] 画面で [Next] をクリ ッ クします。

図 5-12    RSLogix 5000 よう こそ画面

表 5-2    EA3600 タグ

タグ名 タイプの説明

scannerName:C 未使用の構成データ。 汎用イーサネッ ト  モジュールが構成に追加されると、

RSLogix によって自動的に構成データ  バッファが作成されます。 EA3600 の
場合、 このバッファは使用されません。

scannerName:I.Data EA3600 から受信したデータを保持する入力データ  バッファ。 バッファの長

さは 248 ワード  (496 バイ ト ) で、 「ステータスおよびバーコード  データ」 セ

クシ ョ ンに記載されているようにフォーマッ ト されます。

scannerName:O.Data EA3600 に送信されるデータを保持する出力データ  バッファ。 バッファの長

さは 3 ワード  (6 バイ ト ) で、 「バーコード転送制御アセンブリ」 セクシ ョ ン

に記載されているようにフォーマッ ト されます。



5 - 12 EA3600 Network Connect プロダク ト  リファレンス ガイド
4. 使用許諾契約に同意後、 [Next] をクリ ックします。

図 5-13    RSLogix 5000 使用許諾契約

5. [ インス トール ] を選択後、 [次へ ] をクリ ッ クします。

図 5-14    RSLogix 5000 のインストール
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6. [Install] をクリ ッ クします。

図 5-15    RSLogix 5000 のインストールを開始

7. [Next] をクリ ッ クします。

図 5-16    RSLogix 5000 のインストール
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8. セッ トアップ完了後、 [Finish] をクリ ックします。

図 5-17    RSLogix 5000 のインストール

I/O 構成への EA3600 の追加

PLC が EA3600 と通信できるようにするためには、EA3600 をプログラムの I/O 構成に追加する必要があります。

I/O 構成を追加するには、 次の手順に従います。

1. Organizer ペインの [I/O Configuration] ツリーを展開して、 イーサネッ ト  ネッ トワークを表示します。

図 5-18    [I/O Configuration] ツリー
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2. ツリーの [ イーサネッ ト ] ノードを右クリ ックし、 [New Module…] を選択します。

3. [Select Module Type] ダイアログが表示されます。 ベンダ フ ィルタを変更して、 Zebra Technologies のみを

選択します。 EA3600 がデバイスの一覧に表示されます。

図 5-19    モジュール タイプの選択

4. 一覧から  EA3600 を選択し、 [Create] ボタンをクリ ッ クします。

5. [New Module] ダイアログが表示されます。 EA3600 の目的の名前と  IP アドレスを入力します。

図 5-20    [New Module]、 名前と  IP アドレスの設定

6. [OK] をクリ ッ クします。
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7. EA3600 が I/O 構成に追加され、 ツリーに表示されます。

図 5-21    ツリーに追加された EA3600

EA3600 の I/O タグ

EA3600 が I/O 構成に追加されると、 PLC ロジックが I/O 接続を介して EA3600 との間でデータを読み書きでき
るようにするためのタグのセッ トが作成されます。 AOP 使用時に作成されるタグのセッ トは、 EA3600 PLC I/O
リファレンスに従い命名されます ( 「第 2 章 「イーサネッ ト  インタフェース」」 を参照 )。 これには I/O 構造内のバ
イ ト、 ビッ ト、 またはワードの各要素に関する機能の把握は不要なため、 EA3600 のインタフェースのより効率的
な方法です。
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図 5-22    I/O タグ

EA3600 からのバーコード  データの転送

EtherNet/IP インタフ ェースでは、 バーコード  データを EA3600 からコン ト ローラに転送するための 3 つの転送
モードがすべてサポート されます。

バーコード転送メカニズムの詳細については、 3-2 ページの 「EA3600 からのバーコード  データの読み取り」 を参
照して ください。
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AOP を使用した Logix Studio 5000 v24 のサンプル アプリケーシ ョ ン

EtherNet/IP のサンプル アプリケーシ ョ ンおよびスキャナ ルーチンは、工業用イーサネッ ト開発者用 zip ファイル
(CAAEAS00-001-RXXD0.ZIP) に含まれています。

ScannerRoutine を使用して EA3600 とやり取りを行う、 Logix Studio 5000 v24 用の 1 つのサンプル プロジェク
ト  EA3600Sample_AOP_v2.zip が用意されています。 この ScannerRoutine は、 別個のアーカイブ
(ScannerRoutine_AOP_v2.L5X) と しても用意されています。

EA3600Sample バーコード転送のサンプル ロジック

バーコード転送ロジックの使用

サンプル プログラムに含まれるバーコード転送ロジックは、 ScannerRoutine という名前の別個のルーチンにカプ
セル化されています。 そのため、 このルーチンを追加し、 MainProgram を介してこのルーチンにジャンプするだ
けで、 バーコード  インタ フ ェースを任意のプログラムに簡単に追加するこ とができます。 ScannerRoutine は、
EA3600 I/O のインタフェースを提供するいくつかのローカル タグを追加します。

ScannerRoutine

ScannerRoutine のローカル タグは、EA3600 I/O との対話を単純化する入力 /出力抽象化レイヤを提供します。 こ
のセクシ ョ ンでは、 このタグについて説明します。

表 5-3    ScannerRoutine の入力タグ

パラメータ 説明

TransferEnable バーコード  スキャンを有効にするには、 true に設定します。

HandshakeEnable ハンドシェイクを使用するバーコード  スキャンを有効にするには、 true に設定します。

FragmentEnable 484 バイ ト を超えるデータをスキャンするには、 HandshakeEnable と ともに true に設

定します。

AckTransfer 立ち上がりエッジで、 現在の転送の ACK が返されます (ハンドシェイク  モードのみ )。

ClearOverflow 立ち上がりエッジで、 スキャナのオーバーフロー フラグがクリアされます。

SendUIAction 立ち上がりエッジで、 スキャナに対するアクシ ョ ンを実行します。

ActionCode (INT) スキャナ ユーザー表示コード (SendUIAction と ともに使用 )。

表 5-4    ScannerRoutine の出力タグ

データ型 説明

TransferComplete 立ち上がりエッジで、 新しいバーコードがスキャンされたことを示します。

WaitingForAck 転送の ACK を返す必要がある場合は true (ハンドシェイク  モードのみ )。

TruncatedData True は、 データが切り捨てられたことを示します。

OverflowFlag True は、 メモリ  オーバーフローまたはデータ損失を示します。

TriggerState ト リガが引かれたときにセッ ト され、 ト リガが放されたときにクリアされます。
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DataType データ  フ ィールド内のバーコードのタイプ。

DataLength データ  バイ ト配列内でスキャンされたデータの長さ。

Data バーコード  データを含む 1,024 バイ トの配列。

表 5-4    ScannerRoutine の出力タグ ( 続き )

データ型 説明
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第 6 章 Modbus TCP インタフェース
はじめに

通信プロファイル

この章では、Modbus TCP インタフェースを使用した EA3600 からのバーコード  データの転送について説明します。

EA3600 の Modbus TCP インタフ ェースは、 Modbus TCP サーバー / フォロワ機能をサポート しています。 この
デバイスは、 Modbus TCP クライアン ト / コン ト ローラからの I/O 接続を受信 ( またはターゲッ ト となる ) できま
すが、 それ自体では接続を開始できません。

Modbus 装置識別子

装置識別子 ( またはフォロワ識別子 ) は、EA3600 に送信されるすべての Modbus TCP 要求に対して 1 に設定する
必要があります。 

サポート されている Modbus 機能

EA3600 では、 次の Modbus TCP 機能コードがサポート されています。

重要 この章の前に 「第 2 章 「イーサネッ ト  インタフェース」」 と 「第 3 章 「バーコード転送」」 をお読みく

ださい。 これらの章では、 すべてのプロ ト コルに関連する EA3600 の動作について説明します。

表 6-1    プログラム タグ

コード 機能 説明

03 保持レジスタからの
読み取り

特定の開始アド レスで始まる 大 125 個の保持レジスタから読み
取ります。

04 入力レジスタからの読み
取り

特定の開始アド レスで始まる 大 125 個の入力レジスタから読み
取ります。
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Modbus レジスタのマッピング

Modbus TCP インタフェースは、 EA3600 によって読み取られたバーコード  データのコン ト ローラへの転送に使
用されるパラメータ とデータを保持するレジスタへのアクセスを提供します。

EA3600 ID およびバージ ョ ン情報レジスタ

レジスタ  タイプ : 入力

レジスタの範囲 : 1 ～ 42

アクセス機能 : (04) 入力レジスタからの読み取り

ID およびバージ ョ ン レジスタには、 EA3600 デバイスとそのソフ トウェアに関する情報が保持されます。 レジス
タのマッピングを表 6-2に示します。

ステータスおよびバーコード  データ  レジスタ

レジスタ  タイプ : 入力

レジスタの範囲 : 200 ～ 2255

アクセス機能 : (04) 入力レジスタからの読み取り

06 単一レジスタへの
書き込み

単一の保持レジスタに書き込みます。

16 複数レジスタへの
書き込み

特定の開始アド レスで始まる 大 125 個の保持レジスタに書き込
みます。

表 6-1    プログラム タグ

コード 機能 説明

表 6-2     ID およびバージ ョ ン レジスタ

EA3600 ID およびバージ ョ ン レジスタのマッピング

レジスタ  
アドレス

レジスタ数 パラメータ データ型
説明

1 1 フ ァームウェ ア リ
ビジ ョ ン

UINT16 上位バイ トはメジャー リビジ ョ ンを表します。
下位バイ トはマイナ リビジ ョ ンを表します。

2 16 シリアル番号 文字列 EA3600 のシリアル番号。

18 25 製品名 文字列 EA3600 の製品 / モデル名。

注 Modbus TCP では、 レジスタ転送が 大 125 バイ トに制限されます。 これよりも大きなサイズのバーコー

ドのすべてのバーコード  データ  ( 大 4,096 バイ トまたは 2,048 ワードのデータ ) を読み取るには、 複数

回に分けて読み取りを行う ことが必要になります。たとえば、125 個のレジスタの読み取りをアドレス 200
から開始し、次の 125 個のレジスタの読み取りをアドレス 325 から開始する、といった操作を実行します。
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ステータスおよびバーコード  データ  レジスタには、バーコード転送の現在のステータスとバーコード  データ自体
が保持されます。 レジスタ  データのフォーマッ トは、 上の説明のとおりです。 表 6-3 に、 各入力データ  フ ィール
ドのレジスタのマッピングを定義します。

バーコード転送制御レジスタ

レジスタ  タイプ : 保持

レジスタの範囲 : 1 ～ 3

アクセス機能 : (03) 保持レジスタからの読み取り

(06) 単一レジスタへの書き込み

(16) 複数レジスタへの書き込み

バーコード転送制御レジスタは、 コン ト ローラによるバーコード転送時のハンドシェイクに使用されます。 レジ
スタ  データのフォーマッ トは、 2-6 ページの 「バーコード出力データ」 の説明のとおりです。 表 6-4 に、 各出力デー
タ  フ ィールドのレジスタのマッピングを定義します。

表 6-3    ステータスおよびバーコード  データ  レジスタ

ステータスおよびバーコード  データ  レジスタのマッピング

レジスタ  アドレス レジスタ数 フ ィールド

200 1 ステータス レジスタ

201 1 更新カウンタ

202 1 バーコード  タイプ

203 4 予約済み

207 1 長さ

208 2048 データ

注 入力データ  フ ィールドの長さは 4,096 バイ トです。

表 6-4     各出力データ  フ ィールドのレジスタのマッピング

バーコード転送制御レジスタのマッピング

レジスタ  アドレス レジスタ数 パラメータ

1 1 制御レジスタ

2 1 ACK カウンタ

3 1 UI アクシ ョ ン コード



6 - 4 EA3600 Network Connect プロダク ト  リファレンス ガイド
EA3600 からのバーコード  データの転送

Modbus TCP インタフ ェースでは、 EA3600 からコン ト ローラへの転送に関して、 基本モード とハンドシェイク
モードをサポート しています。 断片化モードは必要ありません。 それは、 Modbus レジスタ  データでは、 EA3600
インタフェースでサポート される 大のバーコードである 大 4,096 バイ トのバーコード  データがサポート され
るためです。

バーコード転送メカニズムの詳細については、 3-2 ページの 「EA3600 からのバーコード  データの読み取り」 を参照し
て ください。

バーコード転送レジスタ  コマンドの例

Modbus TCP プロ ト コルを使用する場合、 レジスタの読み取りおよび書き込みコマンドを介してコン ト ローラと
EA3600 の間のすべての対話が行われます。このセクシ ョ ンでは、典型的なバーコード転送を実行するために必要
なレジスタ  コマンド  シーケンスについて説明します。

転送の有効化と転送モードの選択

バーコード転送を有効化し、 目的の転送モードを選択するには、 制御レジスタへの書き込みを行います。

基本モード転送

新しいバーコード  データの検出

新しいバーコード  データは、 入力更新カウンタの変化を監視することによって検出されます。

更新カウンタ値がゼロ以外であり、 前回の更新カウンタ値と等し く ない場合は、 新しいデータが使用可能です。

バーコード  データの読み取り

バーコード  データとその長さを EA3600 から取得するには、 次の範囲のレジスタを使用します。

コマンド 開始レジスタ レジスタ数
EA3600 に

送信されるデータ
EA3600 から

受信するデータ

Write 1 1 0x0000 スキャニングが無効

0x0001 基本モード

0x0003 ハンドシェイク  モード

n/a

コマンド 開始レジスタ レジスタ数
EA3600 に

送信されるデータ
EA3600 から

受信するデータ

Read 201 1 n/a 現在の更新カウンタ値

コマンド 開始レジスタ レジスタ数
EA3600 に

送信されるデータ
EA3600 から

受信するデータ

Read 207 1 n/a バーコードの長さ

Read 208 2048 n/a バーコード  データ
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コン ト ローラは、バーコード  データの 2,048 個のレジスタをすべて読み取る必要はありません。有効なデータは、
初の長さレジスタまたは 2 つのレジスタのみに含まれます。 実際のバーコード  データの後のすべてのレジスタ

値は 0 に設定されます。 

ハンドシェイク  モード転送

新しいバーコード  データの検出

新しいバーコード  データは、 入力更新カウンタの変化を監視することによって検出されます。

更新カウンタ値がゼロ以外であり、 前回の更新カウンタ値と等し く ない場合は、 新しいデータが使用可能です。

バーコード  データの読み取りと肯定応答

バーコード  データとその長さを EA3600 から取得するには、 次の範囲のレジスタを使用します。

コン ト ローラは、バーコード  データの 2,048 個のレジスタをすべて読み取る必要はありません。有効なデータは、
初の長さレジスタまたは 2 つのレジスタのみに含まれます。 実際のバーコード  データの後のすべてのレジスタ

値は 0 に設定されます。 

コン ト ローラは、 バーコード  データを読み取った後、 次のバーコード  データを安全にレジスタに書き込めること
を EA3600 に示す必要があります。 この操作は、入力更新カウンタ と一致するように出力 ACK カウンタを設定す
ることによって行います。

ハンドシェイクの再同期

EA3600 は、 転送の問題 (接続の切断、 コン ト ローラの停止など ) を検出すると、 入力更新カウンタを 0 に設定し
ます。 コン ト ローラへのバーコード転送は、 コン ト ローラが出力 ACK カウンタに 0 を書き込むまで停止します。

両方のカウンタが 0 になると、 バーコード  データの転送が再開されます。

コマンド 開始レジスタ レジスタ数
EA3600 に

送信されるデータ
EA3600 から受信するデータ

Read 201 1 n/a 現在の更新カウンタ値

コマンド 開始レジスタ レジスタ数
EA3600 に

送信されるデータ
EA3600 から受信するデータ

Read 207 1 n/a バーコードの長さ

Read 208 2048 n/a バーコード  データ

コマンド 開始レジスタ レジスタ数
EA3600 に

送信されるデータ
EA3600 から受信するデータ

Write 2 1 現在の入力更新カウンタ値 n/a

コマンド 開始レジスタ レジスタ数
EA3600 に

送信されるデータ
EA3600 から受信するデータ

Write 2 1 0000 n/a
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第 7 章 TCP/IP インタフェース
はじめに

前の章で説明した工業用イーサネッ ト  プロ ト コルに加えて、EA3600 も標準 TCP/IP 経由の通信のサポートを提供
しています。 この章では、 標準の TCP/IP 転送で EA3600 からバーコード  データを取得するために必要な情報に
ついて説明します。

デバイスの検索

EA3600 は、 クライアン ト /サーバー ネッ トワーク  モデルでサーバーとして機能します。デバイスは UDP ブロー
ドキャス ト  パケッ ト を特定のポートで待機することにより、 ネッ トワークで利用可能な EA3600 デバイスをプロ
グラム的に決定するメカニズムを提供します。

ホス トからのブロードキャストパケッ ト送信詳細

• パケッ ト  プロ ト コル : UDP

• 送信元アドレス : <ホストの IP アドレス >

• 宛先アドレス : ブロードキャス ト  (255.255.255.255)

• 送信元ポート : <すべて。 このポートが応答を受信>

• 宛先ポート : 12362

• ペイロード  (C/C++ 文字列 ): 「MVP\x0d」

注 デフォルトでは、EA3600 は DHCP を使用して IP アドレスを取得するように設定されています。この章で

は、 DHCP が使用されていることを前提としています。 また、 ホスト  コンピュータと  EA3600 が同じネッ

トワーク上にあり、 同じサブネッ ト内にあることも前提とされています。
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デバイスからのユニキャスト受信パケッ ト詳細

• パケッ ト  プロ ト コル : UDP

• 送信元アドレス : <デバイスの IP アドレス >

• 宛先アドレス : <ホストの IP アドレス >

• 送信元ポート : 12362

• 宛先ポート : < ブロードキャス ト  パケッ トの送信元ポート と同じ >

• ペイロード  (C/C++ 文字列 ): 「MAC=xx:xx:xx:xx:xx:xxPORT=YYYYY」

xx:xx:xx:xx:xx:xx はデバイスの MAC アドレス、 YYYYY はデバイスが使用するように現在設定されている

ポート  アドレスです。

ブロードキャス ト  パケッ ト を上記で定義したよ うに送信した後、 ネッ トワークのデバイスもまたすべてのユニ
キャス ト  パケッ ト を上記で定義したように応答します。 複数の応答 (通常は 3 つ ) を同じ場所から受け取る場合
があります。 

バーコード  データの受信

デフォルトでは、 EA3600 は TCP パケッ ト経由でバーコード  データをポート  54321 に接続されたクライアン ト
へ送信します。 このポートは設定可能です。 以下の例では、 デフォルトのポート値を使用しています。

C# Connection Source Code Example (where ipAddress is address of the EA3600):
IPEndPoint bcScanner = new IPEndPoint(ipAddress, 54321);
Socket skt = new Socket(AddressFamily.InterNetwork, SocketType.Stream, 
ProtocolType.Tcp);
skt.Connect(bcScanner);

バーコード受信パケッ トは以下のように定義されています。

デバイスからのユニキャスト受信パケッ ト詳細

• パケッ ト  プロ ト コル : TCP

• 送信元アドレス : <デバイスの IP アドレス >

• 宛先アドレス : <ホストの IP アドレス >

• 送信元ポート : 54321

• 宛先ポート : <すべて。 接続中に指定>

• ペイロード  (バイ ト  アレイ ): <バーコード  データ >
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Zebra TCP/IP サンプル アプリケーショ ン

このサンプル アプリケーションは、 Visual Studio 2015 を使用した C# で記述されていて、 .NET Framework v2.0 を
対象と しています。 ソース コード と実行可能バイナリの両方が提供されています。 図 7-1サンプル アプリケー
シ ョ ンの UI を表示します。

図 7-1    サンプル アプリケーシ ョ ンの UI

[Find Devices] ボタンを使用して、 ブロードキャス ト  パケッ トの送信と応答の受信をネッ トワークにあるすべて
の Zebra EA3600 デバイスから行います。その後、[Device Selection] コンボ リス ト  ボックスにリス ト されます。
リス トに有効なデバイスが表示されると、 [Connect] ボタンが有効になります。

図 7-2    サンプル アプリケーシ ョ ンの UI

[Connect] を選択して、 スキャンされたバーコード  データを受信します。 接続が有効な場合、 赤のボタンが緑に
なります。 
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その他の UI 要素に関する注意事項

• スキャンされたバーコード  データは、 [Bar code data:] テキスト  ボックスに表示されます。 

• [Show non-printable chars] を選択して、 スキャン時に判読可能なテキスト と して表示します。 

• [Enable Keyboard Wedge] を選択して、 スキャンしたデータをホスト  PC の一番上のウィンドウに送信し

ます。

• [Clear data] を選択して、 [Bar code data:] テキスト  ボックスにあるデータを消去します。

• [Disconnect] を選択して、 デバイスとホストの間の接続を終了します。



第 8 章 バーコードのプログラ ミング
はじめに

この章では、接続されてサポート されているバーコード  スキャナ / クレードルを使用する、EA3600 の特定の設定
をプログラムする際に使用できるバーコードについて説明します。 

バーコードを使用した EA3600 のプログラ ミング

EA3600 の特定の設定は、 接続されているバーコード  スキャナを使用してプログラムできます。 構成設定を
EA3600 に転送するには、 スキャナに適切なファームウェア バージ ョ ンが必要です。 ファームウェア バージ ョ ン
は表 8-1に記載されています。

表 8-1    許容できるファームウェア バージ ョ ン 

スキャナ / クレードル ファームウェア バージ ョ ン

DS3608HP/SR PAACJS00-006-R00

DS3608DP PAADJS00-004-R01

DS3678HP/SR PAACKS00-005-R00

DS3678DP PAADKS00-004-R00

STB3678 PAACNS00-003-R00
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EA3600 パラメータのパススルー

パラ メータを EA3600 に転送するには、 スキャナをプログラムする必要があります。 以下のいずれかのバーコー
ドをスキャンして、 この機能をスキャナで有効または無効にします。 デフォルトは [EA3600 パラ メータ  パスス
ルーを無効にする ] です。

EA3600 パラメータ  パススルーを有効にする

*EA3600 パラ メータ  パススルーを無効にする
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工業用イーサネッ ト  プロ ト コル

EA3600 工業用イーサネッ ト  プロ ト コル設定をプログラムするには、次のいずれかのバーコードをスキャンします。

IE プロ ト コル - PROFINET

IE プロ ト コル - EtherNet/IP

IE プロ ト コル - Modbus TCP
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読み取り桁数とコード  タイプを TCP/IP 経由で転送

標準 TCP/IP 経由の読み取り桁数とコード  タイプ バイ トの転送を有効または無効にするには、 以下の該当する
バーコードをスキャンします。 デフォルトは [読み取り桁数とコード  タイプを TCP/IP 経由で転送しない ] です。

*読み取り桁数とコード  タイプを TCP/IP 経由で転送

読み取り桁数とコード  タイプを TCP/IP 経由で転送しない

バーコードを使用する追加構成設定

次の特定の形式に従いユニーク  バーコードを作成することで、 プログラ ミングできる EA3600 のその他の設定が
い くつかあります。 その設定は次のものです。

• DHCP タイムアウト

• 静的 IP アドレス

• ゲートウェイ

• サブネッ ト

• PROFINET 名

• TCP/IP ポート

これらの設定をプログラムするには、 Zebra Ethernet 構成ユーテ ィ リテ ィ を使用することをお勧めします。 これ
らの設定に関するプログラ ミング バーコードの作成の詳細については、 Zebra サポート  センターにお問い合わせ
ください。
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ト ラブルシューテ ィング

表 A-1    EA3600 のト ラブルシューテ ィング

症状 潜在的な問題 解決方法

デバイスを検出できない EA3600 がネッ トワークに接続

されていないか、 電源が入ってい
ません。

EA3600 のイーサネッ ト  ジャック  ステー

タス LED が点灯している (EA3600 に電源

が供給されている ) こと、 およびイーサ

ネッ ト  ケーブルが EA3600 とネッ トワー

ク  スイッチに接続されていることを確認

します。 EA3600 の両方のイーサネッ ト  
ライ トが点灯している必要があります。

EA3600 が DHCP 経由で有効な IP 
アドレスを取得できません。

EA3600 が接続されているネッ トワーク

が、 アドレス プールに使用可能なアドレ

スを持つ DHCP サーバーにも接続されて

いることを確認します。

PC サブネッ ト上でアクセスできな

い IP アドレスに EA3600 が設定さ

れています。

リセッ ト  ボタン (1-3 ページの 「リセッ

ト  ボタン」 を参照 ) を押して工場出荷時

のデフォルト設定にリセッ ト して、
EA3600 の電源を再投入します。 も う一

度やり直して ください。

注 : PC のサブネッ トが 192.168.0 でない

場合、 この操作を行っても問題は解決し
ません。
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サンプル アプリケーシ ョ ンが読み込ま

れない

サンプル アプリケーシ ョ ンは、 ソ

フ トウェア パッケージ TIA v15.1 
SP1 または Logix Studio 5000 v24 
を使用して作成されています。 こ
れらのパッケージまたはそれ以降
のバージ ョ ンのみがサンプル アプ

リケーシ ョ ンを読み込むことがで
きます。

TIA または Logix 開発環境でサンプル ア
プリケーシ ョ ンを読み込めない場合は、
このガイ ドに記載されている情報を使用
してサンプル アプリケーシ ョ ンを再作成

する必要があります。

PLC を EA3600 に接続できない PROFINET の場合、 アプリケー

シ ョ ンで使用されている名前と一
致するデバイス名を EA3600 に割

り当てる必要があります。

TIA を介して PROFINET デバイス名を割

り当てます (4-8 ページの 「PROFINET 
デバイス名の設定」 を参照 )。
注 : Step 7 を使用している場合は、

PROFINET デバイス名がすべて小文字に

なっていることを確認して ください。

バーコードをスキャンするときに、 ス
キャナの赤色の LED が点灯し、 高音 - 
低音のエラー ビープ音が鳴る

この状況は、 EA3600 が Zebra 工
業用イーサネッ ト  ユーテ ィ リテ ィ

に接続されていない状態でバー
コードがスキャンされたときに
発生します。

ユーテ ィ リテ ィ を介して EA3600 に接続

します。 バーコード  データがステータス 
ログに表示されます。

PLC で転送が有効になってい

ません。

バーコード  データを PLC に送信するに

は、 PLC 側で EA3600 
Ctrl_EnableTransfer ビッ トがセッ ト され

ている必要があります。

ファームウェアを読み込めない ファームウェアの更新中にエラー
が発生しました。

EA3600 の電源を入れ直します。 接続し、

再試行します。

表 A-1    EA3600 のト ラブルシューテ ィング ( 続き )

症状 潜在的な問題 解決方法
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